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一一 7 , 663名が受験 ， 欠席率12 . 6% 一一
平成3年度福山大学入学者選 抜学 力 検査等が， 去る
3 月 3 日 （ 日 ） ， 4 日 （月）の両日 にわたり 実施されまし
た。
第l 日 目は， 早朝から小需が舞い心配されましたが，
受験生が集合し始めた 午前8時には暗れ上ヵ、1）， 交通
i�1�1借や季�nf£等もなく2 日 聞の 日 干IE：を無事終了しました。
今回は， 連続方 式 のB日松で実施する最 後 の年であ
り ， 志願者 数も昨年より 約1,000名明加したため， 富山
大 手：検公場の外に富山中部高校及び富山商業 高校を検
査会場として使用しました。
I白］ 日 の受験者は， 対象者8,763 名 （男6,172名， 女
2,591名 ） のうち7 ,663名が受験し， 1,1 00名が欠席し
たため欠席率は12. 6%となり ， HI：年 （9. 7% ） より 340
:f,.W:J111しました。






一部留保第2 次 募集（募集人 員はそれぞれ12 名， 5 名）
を実施し， その合格発表は， 3 月30日 （土 ） 午 後 l 時 に
行うことになっています。
企 受験生で膨らんだ構内
企 正門前の試験場案内図 に 見入 る 受験生
＼＼＼ 人 文学部 教 育学部 経済 学部 理 学 部 工学 部 Aロ、 計
志願者数 1,257 名 1,459名 2,07 4名 1,064名 2,909名 8,763名
受験者 数 1,060名 1,366名 1,840名 928名 2,469名 7,663名
欠席者数 197名 93名 234名 136名 440名 1 ,  100名
欠 席 率 15 . 7 % 6. 4% 1 1.3 % 12 . 8% 15. 1% 12.6% 







平成3 年度開設予定の本学大 学院経済 学研究 科 （ 修
士課程）の設置計画に対し， 去る2月27日（水）大学設
置 ・ 学校法人審議会大 学設置 分科会 の実地審査が行わ
れました。
上記審議会委員の笹田友三郎同志社大 学長及び谷岡
太郎大 阪商業大 学長 の両氏の外， 審査担当 として同行
した文部省高等教育局企画課高橋放送大学係長外l名
の事務官が来 学され， 畳夜間講制を導入 するなど教育






なお， 同研究科は， 地域・経済 政策専攻（定員 4名） ，






平成 3年5月11日（土）～5月20日（月） ( 10日間）
（スローガン）
「安全 は 譲る優し さ 待つゆとり」
（重点目標）
1. 子供と高齢者の歩行 中 ， 自転車乗用中の交通事故防止
2. 若年運転者 に よる無謀運転の追放
3. シートベルト， ヘルメットの正 し い着用の徹底
4. 迷惑駐車の追放
平成3年3月発行 品同寺」 報 第323号
h、 ：、 ミ：；♂ぷ ：7寸 、， 、：：：公務貫糊獣験お鮒ぶ柑：鷲齢蘭福主： § ミ�  芸
.... 熱心に講演に聴き入 る学生たち
一一学生部主催一一
公務 員 を志望する本学学生を対象に， 公務員の採 用
試験 ， 任用制度などについて情報を提供し， 同試験 を
受験する際の必要な知識と心構えを身につけさせるた
め， 平成3 年2月26 日（火 ） 午後 1 時 から経済学部20 1 番
教 室て＼公務員採 用試験 に関する講演会が開催きれま
した。 講師に人事院 中 部事務 局 第二課試験係長 浅川
誠氏， 富山県人事委 員 会任 用課長 素野 弘氏を招へ
いし， 国家公務 員関係 と地方 公務 員 関係 について講演












任期 は， 平成3 年3月
31 日 から 2年間。
山地教授 は， 昭和40
年3 月東京教育 大学体育学部体育学科を卒業， 同年4
月香川県立坂出高等学校教諭， 同43年4 月東京大学大
学 院教育学研究科修士課程に入学， 同45年3 月 修 了 ，
同年4月間研究科博士課程に進み， 同48年3 月単位取
得退学， 同48年4 月 東京大学 教育学部助 手， 同50年4
月富山大学教 育学部講師、 同51年5 月間助 教授， 同58
年8 月 同教技となり ， 平成 元年3 月 から教育学部長 を
併任 され， 現在に至っています。 担当 学科目は， 生理
学 及 び衛生学 。 教育学博士。 専門分野は， 運動生理学
（全身持久性の運動処方， スポーツ行動学 など） 。 日 本
体育協会科学委員会委 員 ， ランニング学会会長 などを
務 める。
なお， 2期目を迎えるに際しての抱負を， 次 の よう
に語っておられます。
。 平成2年度からの免許法改正に伴い， 新たに専
修 免許制 度が導入 されました。 このことが 大き な
起爆剤となり ， 全国教 員養 成 大学 ・学部49の中 ，
平成3 年度までに31 大学 ・ 学 部 に大学 院が設置さ
れることになり ました。 本教育学部 も昨年大学院
設置準備委員会を発足させ， 大学院教育 学 研究科
（修士 課程） の設置に向けて努力することになりま
した。
大学 院設置は， 学部教育 ・ 研 究 の発展は勿論の
こと， 現職教 員 の再教育 ， 地域の教育 ・研究の場
の提供など， 富山県の教育 ・研 究 の発展， 向上に
大き く貢献でき るものと信じます。 よって， 大学
院設置の早 期実現に努力したい。
。 また， 今年2 月 の大学 審の答申に伴う一般教育
課程の大幅な改組・改革に対し 全学 的な話合 い
の中 で学 部 の将 来 を展望しつつ、 柔軟に対応して
ゆくよう努めたい。
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3 1 日 にI前了することに
伴い、 理学部教授 会は








年3 月 名古屋大学理学部を卒業， 同30年3 月 名古屋大
学 大学院理学研究科修士課程を修了， 同33年3 月同大
学 院博士課程を修 了 の後， 同年4 月 名古屋大学理学部
助 手に採用となり， 同34年4月京都大学基礎物理学研
究所助 手ー 同3 9年7 月 金沢大学理学部助 教授を経て，
同46年4 月富山大学文理学部教授に昇任し， 同52年5
月文理学部改組によI）理学部教校となけー この間l， 昭
和62年4 月 から富山大学 評議員をfjj任， 現 冶に至って
います。
専門は素粒子論， 理学博士， 愛知県出身。





や社 会生 活 での重要性を高めてい ます。 学生 達が









任期が， 平成3 年4 月
l日 にi前 了 することに
伴い， 工学部 教授会は，
2 月 1 8 日 （ 月 ） に次 期学




任期は， 平成3 年4 月
2 日 から 2 年間。
多々教 授 は， 昭和30
年3 月 富山大学工学部 金 属 工学科を卒業 ， 同33年1 0月
富山大学工学部助 手， 同39年4 月 同講師， 同41年8 月
間助 教授， 同52年1 0月 同教授 となり， 現在に至ってい
6 -
ます。 なお， このHiJ, H召和62年4 Jclカ当ら五1山大日芥；ff，“
員をH↑｛壬されています。
専門は， 非鉄金属材料学， 工学問士。
なお， 多々教授は， 学部長就任に際して， 次 の よう
に抱負を語っておられます。
。 工学部 では作道学部長の御尽力で学科改組カ、終
わり ， 今後 は大学 院工学研究科の改組と 同時 に尚
士課程の設置が最大の目標となっている。 幸い平
成3 年度に文部省の調査費が付いているので， こ
の 目標を達成すべく努力したい。 そして， 地域共





とに大学全体の充実， 発展に寄与でき ればと 考え
ている。
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(1） 日 H寺 平成3年2月26日（火）～同年3月 4日（月）
（ただし， 3月2日（ゴ：）． 3日（日）を除き， 各日とも午前10時30分から午前11時30
分までの時間’市とする。）
(2）場 所 事務同小会 議定（事務局51；皆）
3. 予備選挙lえび本選挙の日H寺l立び場所
(1) 予備選挙
イ 日 時 半成3年3 JJ 15日（金）午前10時 ～午前12時
ロ 場 所 ,1,1.\ Lil講堂会議室
(2） 本 選 挙
イ 日 時 平成3年4月16日（火）午前10時～午前12時
（イ1切J投·Yi＇�の過半数得J県者ヵ、ない場合 午後1 時30分～午後2 時30分）
（�に， 有効投咲の過半数得票者がない場合 午後3 時30分～午後4時30分）
以後， ＇.'"J：長候補当選者ヵ、決定するまで投票を繰り返す。
ロ 場 ii)j- ，�l.\ HJ講堂 会議ネ
4. 不イlつ／＇H生れのH H与j立び場所
(I) 子11iii選挙不イ1>.f'；投＇；＇i'·'.
イ 1::1 U.1j: :·Jc成3年3月12日（火）～同年3月14日（木）
（ただし， 存日とも午前10時30分から午前11時30分までの時間帯とする。）
ロ 場 所 が務川小会議主（事務局5附）
（ど） 本選挙不イl .fl·投�·i'·'.
イ u u.�＇ 平成3年4J]llH（本）～同年4 J-l 15日（月）
（ただし， 4 H l�日（土）、 14 l:l （日）を｜徐き， 各日とも午前10時30分から午前11時
30分までの叫！日i刊：とする。）
ロ 場 所 ·J·；務同小会議主（ギ務局 5 階）
5 .  選挙fd作者名 i専の科，［ ltJ:のWJH\J及び場所
( 1) 予備選挙資格祈名怖の縦覧mwu









次 いで， 3 月 4 日 （ 月 ） に締め切られた次期学長 候補




次期富山大学学長 候補者選挙の学長 候補 適任者の推薦受付 結果に
ついて， 下記のとおり公示する 。
平成3 年3 月 5 日
富山一一理委 員山
言己
1 平成3 年2 月26日 （ 火 ） から同年3 月 4 日 （ 月 ） までの問， 次期学
長候補適任者推 薦書を受け付けた結果， 次 のl名が推薦された 。
次期学 長候補適任者氏 名
小黒千足
2 上記のとおり予 備選挙候補者 が 1 名となったため， 富山大学学
長 選考規則第 12 条ただし書き の定めるところにより， 平成 3 年
3 月 1 5 日 （ 金 ） の予 備選挙は行わない。
なお， 本選挙 の実施等については， 追って公示する 。





平成3年3 IJ発行 品比一チ 報 第323号
_Hじのとおり 予備選挙が行 われないことになったこ
とに伴 い‘ 去る3月 1 5 日本選挙 の実施方式 な どにつ い
て， 同 日開 fU；’の平 成2年度 第 1 7凶 評議 会 の議を経 て次




次期富山大学学 長候補者選挙 （ 本選挙） について， 下記のとおり
公示する。
平成3年3月 1 5 日
富山一補一委 員 会日
記
1 l吐に公示した平成3年4 月 1 6 日 （ 火 ） に実施予 定の本選 挙は，
本選挙候補者が下 記の 1 名 であるため ， 当 該 候補者 について， 選
挙有資格者が適任， 不適任を意思表示する記号投票 （0×方式）
の方式 に変 更 して実 施 する。
なお， 成立要件は， 投票総数 が有資格者数 の3分の 2 以 上ある




2 この投票が不成立となった場合 （ 投票総数が有資格 者 数 の3分
の 2 に達 しない場合）は， 後 日公示する臼時に再度投票を行うこ
ととする。
3 この投票において， 当該候補者を適任とする投票数 が有効投票
の過 半 数に達 しな い場合は ， 速や かに 再選考を行うことと する。
4 本選 挙の選挙資格者名簿縦覧及び不在者 投票は， 既に公示した
とおり 実施する。








教養部では， 去る 2 月 2 日 （ 土 ） 及び3 日 （ 日 ） の 日紅
で、 立山山麓粟巣野スキー場において， 外国 人留学生
と教養部職 員と のスキー交流会 を 開 催しまし た 。
この 企画は， 教養部 に在籍する外国人留学 生と教職
員 がスキーを通じて， 富山の自然に親しみ懇談するこ
とにより， 一層の 相互理解を深めることを目的と して
実施されました。 何分にも本学 として初めてのスキー
交流会 であり計画段階では不安もありま したが， マレ
ーシア， 中国， 台湾， ベトナム， 香港， インドネシア，
マ カ オ の7か国の留学生20名全員及び教職員1 5 名 ， 合
わせて35名 がいろいろ協 力 し な が ら 準備等 を 進め ま し
た 。
初 日 は， 朝からあいにくの 雪空でしたが， 一同元気
に大学を出 発 し， 午後 1時3 0分にスキー場に着き ま し
た。 留学生達は， 全員東南アジアの出身なので計に触
れることは初めてであり ま してやスキーをすること
は考えてもいなか っ た よ うです。 自 分 自 身がスキ ー ウ
ェ アを着てスキーを履 い てスキー場 にい ること ！ ＇l 体全
く信 じ られ ないとい っ た 有様で ， いつ までも興脊状態
が収まらず感激で胸 が一杯の ようでした 。
スキー場では開 会 式 ， 教養部長 の按拶 の 後， 早速 各
Hf に別れて教養部体育教官 の指導 によりスキー技術 の
初歩か ら学びま し た 。 まず片足スキーの 消ーリ 方 か ら始
まり ， 転び方などなか なか 安 にな じ めな し 思 う に任
せ ず何回も転 ん で 四帯 八品： しま し た が， そ れで も全 員
.& 体育教官によ る ス キー指導 を受け る
企 懇談会で ス キーの初体験談 を語り合う
7じ 気 よく初 体験 のスキーをー ト 分収能し たよ うです 。
そ の夜旅館に帰って か ら， 懇談会ヵ、｜剖fH'. さ れ ま し た。
まず， 教養部長の 扶wに始まI）， も（！li：生代表の 謝川の
後， 恕談に入I）， 出席者全討がユーモアたっぷりの ｜’l




スキ一日干［！となりましたの ＇1'-J弘 午1\lj 8 J!，� 30分か ら 1il1
E:l li•J係各班に別れてスキーを；��しみました。 M’＇Iソj:_j主
は， 時lj日とはi空し＼十月リhや転びhもだんだん＿l-_j主し，
卦食には職i i 子巡りの フタ i i に ;r,- l!lを.JTち、 1・1走は1.'i一
望のリフトに来りました。 一｜；千にd'li Lるお、 なんとか
転 びながらも削 る·.（！· 等全iiヵ、I� I ’｜ 然にな 仁 み . J.:1, 、に
スキーの 九日 嗣j味 を 満喫 し た よ うです 3
午後3時30分に， この交流会は無・j·，終了しましたp







ますd 「スキ一体験 は， ·Hi}IEI してからもすばらしい諸
りになるd 「チ ャンス カ 、あ ゥ たらまた スキーをや り た
nu 




今回の スキー交流会は， 所期の 目的を十二分に達成
報 第 323号







坂スキー場（やまふじ山荘 ） を中 心にして実施されま
した。
この 合宿セミナーは、 冬季実施ということから， 北
陸特有の·;rt資源を活用し， 他大学に例のない「スキー
を取1） 入 れた」合宿セミナーとしました。 その 意図は，
スキー実例は司 制時間の 聞に多様な場而が展開され， 人
の 心を動かし， 人間性を発見することカ、でき ます。 雪山
の 美しさ， H欠苛の 厳しさに触れながら， スピードやス
リルを楽しみ、 目的の主：｜凶iやコースを沖j降する爽快さ
と満足感， 転倒した時の恥ずかしさと口惜しさ， 自 然
に手をさしのべたり， 助け起こしてもらった時の時しさ
と信相感。 これらの 挙制は， 昨 日 まで未知の 関係であ
った有同士カ、違和感もなく， スムーズに ホ ン ネ で話し合
お互いの信頼感も芽ばえ て





生 き る 自 分に気付かせ， 他人を信頼しつつ意欲的 な自
己開 発， 自己実現へと変容させていくの で す。
特別講演として今回は， 富山医科薬科大学教授 （ 薬
剤部長）堀越 勇先生に 「 スキ ュ ーパーダイビング と
私」というテーマてv水中 の 自然の 生き 物の 美しき，
厳し き， 人命の尊 き について講演していただき ました。
2 泊 3 日 の 短 日 でしたが， 何かを感じ， 何かを得た
満足感を持って， 来年度の 合宿セミナーに期待しなが
ら無事終 了 しました。
この 合宿セミナーは， 文部省 より 厚生補導特別企画
の 予算を得て実施しました。
（ 保健管理センタ一助 教授 高尾テルノ ）
企 夜のセッショ ンで自己開発， 自己実現の
ための構成的エ ンカウ ン ターグループ討議
唱EA噌’A
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異動 前 の 所属官職 異 動 内 容
採 用 3 3 1 居林 次 雄 教 授 （ 経済学部）
退 職 3 . 3 . 1 大嶋 主｜え 技術補 佐 員 （ 経理部主計課 ） 平成 3 年2 月28 日限り退職 した
II 久保 哲 II II II 
II 浅野 一夫 II II II 
II j黍回 明彦 II II II 
II 伊藤 克江 事務補 佐 員 （ 附属図書館 ） II 
II 太田 茂徳 II II II 



























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
平成3 年度カ、�i 3凶目となる富山大学国際交流事業










( 1 ) 申請書（様式1 ) （略 ）
(2) 申請者調書 （様 式 2 - 1～2 ) （略 ）
7 . 提出 期限



































































支給額は， 40万円を限度とし， 次 に掲げる旅費を
支給する。 なお， この経費は外国出張の場合に限り
支給され， 海 外研修旅行には支給されない。 したが
っ て， 必要な旅費が支給額を超える 場合には， 旅費
は本事業基金から支給される経費のほか， 国（委任
経理金を含む。）， 外国の政府関係機関， 国際機関，
大学等の教育関係 機関， 公益法 人 ， その他の公共的
機関から支給されることが必要で、ある。
(1) 国内旅費












派遣を希望する者 は， 申請書 （ 様式 4 - 1～2 ) 




選 考 は， 富山大学国際交流委 員 会 が行い， その結
果： は所属部局長を通じ申 詰 者 に通知する。
9 . 報告書の提出






③平成 3 年度富 山 大 学 国際交流事業 基金 第 2 種外 国 人研究者の招へい事業（創募集要項
1 . 趣 旨












( 1) 国 内 旅費
本邦の出入港を起点とした本学までの聞の往復
旅費 （ 鉄道賃， 日 当 及び宿泊料） を支給する。
(2) 滞在費
滞在費（日当及び宿泊料）は， 1 .日 5,000円を










( 1 ) 相へい申請書（様式6 1～2 ) (Ill任）
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④平成 3 年度富山 大 学 国際交流事業基金 第 2 種外国人研究者の招へい事業也）募集要項
1 . 趣 旨
富山大学（以下「本学」という。）におけ る 研究・
教育 の国際交流推進 の一環 と し て， 日本滞在中の教：
名 な 外 征l 人 研究者（ 外 伝lにtllU;i.10年以上社住 し ， 現
に そのl王l の学界で活躍 し て い る日 本 人研究者 を含
む。 以下同じ。）を招へいし， 本学の研究者ーとの討議，
意見交換， 研究指導， 講演等を通じて， 本学の研究

















（鉄道n. *1t. 船1t ， 航空1nを支給す る 。
(2) i惜｛！＇.＇｛主
i·�i{t:'f1（は， 1日16,900円（日当4,200円， 宿泊
料12,700円）を主給 する。 ただし， 本学宿泊施設
を 利用す る 場合のi·�liイdi(は， 1 El 11 , 200l1J （日当
4,200円 ， 宿泊料 7 , 000円）とす る。
6 . 申請手 続
外国人研究者の招へいを希望 する者は， 次 に掲げ
る書類 を 所属部局長に提出す る 。
(1) 招へい申請書 （ 様式8 - 1 ～ 2 ) （略）
(2) 招へい候補者調書（様式9 1 ～ 2  ) （略）
7. 募集及び提出期限
募集は， 前期 （ 4 月～ 9月 ） 及び後期（ 1 0 月～ 3 月 ）
の 2 期 に区分して行うものと する。 申請書等の提出
期 限は， 前期 にあっては平成 3 年2 月 28 日 （木）までと
し， 後期 にあっては平成 3 年8 月 3 1 日 仕）までと する。
8 選 考
選考は， 富山大学 国際交流委員 会が行し＼ その 結
果は所属 部局長を通じ申請者に通知 する。
9. 報告書の提出








( 2 ) 同伴者の経費は， 負担しない。
(3) 外国人研究者 が来学 可能で‘あることを確認でき
る文書を既に得ている場合 は， 申請書煩に添付す
ること。
(4) 外国人 研究者の講演等に対 する謝金を必要と す
る場合は， mへい経費に含めて申請 すること。







(1) 富山大学に在籍す る学生（研究生 ， 聴講生等を
｜訟〈。） て＼平成3 年度中 に私費で外国への留学 を









学資金を希望 する者は， 次 に掲げる書類を所属 部
F同u噌EA
むi"'.;323－りー報声＂＂＇7-平 成 3 年 3 月 発 行
考
選 考 は ， 富 山 大学問 際交 流委 員 会 がf f\ . ' , 
果 は 所属音1； 局 長 に 通知 す る 3
報告書 の提 出
奨学生 は ， 帰 国 後速やか に 派 遣 留 学生 に 闘 す る 報




局 長 を 通じ学 長 に 提出 す る 。
申 請 書 （ 様式 1 1 - 1 ～ 2 ) （ 略 ）
受 入れ 大学等か ら の受 入 れ を 承認す る 文書
前 年 度 の 学業 成績証 明 書
提出 期限
外 固 め 大学等へ留 学 し よ う と す る 3 ヶ 月 前 ま で と
す る 。
( 1 )  
(2 )  
(3)  
7 
⑥平成 3 年度富 山 大 学国際交流事業基金第 3 種外国 人 留 学生 への奨学事業募集要項
支給期 間
平 成 2 年 4 月 l 白 か ら 平 成 3 年 3 月 3 1 H ま での 1
年 間 と す る 。 た だ し ， 勉学状況等 て、 学 資 金 を 支 給す
る に ふ さ わ し く な い と 判 断 さ れ た と き は ． 奨学期 間
中 で あ っ て も ， 学資金の 支 給 を 仔＇.： J I －ー す る こ と が あ る 。
募 集 人 員
1 7 名 以 内 と す る 。
巾 拍手続
年： 資 金 を －�も望す る 者 は ， F\:J 前書（ 隊 式 1 3 - 1 ～ 2  ) 
（ 略 ） を 所 属 部 局 長 を 通 じ 学長 に 提 出 す る 。
提出JU］限
平 成 3 年 5 月 1 0 日 制 ま で と す る 。
考
選 考 は ， 富 山 大学 凶 際 交 流委 民 会 が 行 い ，
果は 所属部局長 に 通 知 す る 。
当 該 月 及 び翌 月 以 降 は 支 給 し な い 。




富 山 大学 （ 以下 「 本学」 と い う 。） に お け る 教育 の
国際交 流推進の一環 と し て ， 外 国 人 留 学生 に 対 し ，
奨学の た め に 学資金 を 給付す る こ と を 目 的 と す る 。
2. 応募資格
本 学 に 在籍す る 外 国 人 留 学 生 で＼ 次 に 掲 げる 要件
を 備 え た 者 と す る 。








(2) 学業成績が優 秀 で、 あ る こ と 。
3 . 支給学資金額
学資金 と し て 月 額 l 万 円 を 支 給す る 。
4 . 支給方法
( 1 )  学 資 金 の 支 給 日 は ， 毎 月 20 日 と し ， 当 日 が 日 llM
日 等 に よ り 支 給 で き な い場合は ， ：P,！ 日 以 降 の 支 給
で き る 日 と す る 。
支 給期 間 内 に お い て ， 支 給 日 以 前 に 本 学 を 離れ




電気 ・ ガ ス戸締 り の徹底，退室の際 に は ，退庁，。
タ バ コ の吸殻の後始末に 十分注意 し ，
盗難の防止 ・ 火 災 の 予防 に心掛 け ま し ょ う ．グ
の 消 し 忘れ，
水の省 エ ネ ・ 省 資 源 に 協 力 し ま し ょガ ス ，E置晶 a旨＝竜 丸，。
う ．グ
phU 1aム
、｜仁 成 3 if· 3 J J 発 ii 品ゐ.. 号L 報 第323号
平成 3 年度 文 部 省 在外研究 員 派遣予定者の決定
主 た る 市 イi地 名 及
Hl w 苦I\ f.;J f, 月：i r, 氏 名 び 当 該 j帯イt J也の 属 調 査 研 究 題 目 派 遣 期 間す る 国 名 並 びに 派
遣先機 関 名
ス ト ー ル ズ
複合材料の疲労損傷 と 破 平 成 4 年
3 月 20 日ユ ザ： 剖； ｜ 助 子向 才 l· 1�｛ 外美 （ ア メ リ カ 合衆 国 ） 壊 に 関 す る 研究
コ ネチ カ ソ ト 大学 平 成 5 年 1 月 19 日
kJ tJJ ( ' l l ) 
ケ ン フ リ 〆 ジ 平 成 3 年 9 月 26 日
教 養 rm 助 教段 鈴 木 不，む ( J主 frJ： 民］ ） ジ ェ イ ム ズ ・ ジ ョ イ ス 研究
ケ ン ブ リ ソ ジ 大学 平 成 4 年 7 月 25 日
西 欧 諸 国 の 動 作学 （ Be-
シ ュ ツ 、ソ ト ガ ル ト weguns lehre ） の 研 究 の 成
平 成 4 年 3 月 27 日（ ド イ ツ 連 邦共和国） 果 に つ い て の 研究 一一特教育学部 助教民 山ド コ 削i ル ー ド ヴ イ ソ ヒ ス に 小学校 に お け る 体育 と 合
平 成 4 年 5 月 26 日
’f.'. i. WJ ブ ル ク 教 ff 大学 科 学 問 へ の iii� 響 を 通 し て
ロ ン ド ン 力、 ン ダー ラ 美術資料の調 平 成 4 年 3 月 1 日人丈’字書｜； 教 J受 ノJ 、 ti-、 frド 男 （ 連合二l： 凶） 俗 研究大英 同物館 平 成 4 年 4 月 30 日
ユ パ ス キ ラ 跳躍運動 に お け る 下肢 関 平 成 4 年 3 月 27 日
:Z'i=f··教’，.＼. 教育学部 助教技 JJ11! III IJJJ )-,l （ フ ィ ン ラ ン ド ） 前j の 役割 に 関 す る バ イ オ メ
ユ パスキ ラ 大学 カ ニ ク ス 的研究 平 成 5 年 1 月 26 日
平成 3 年度 文 部 省 内 地研究員派遣者 の決定
所 属 1故 名 氏 名 派 遣 機 関 研 ft Z果 題 派 遣 期 間
東 京 大 学 平 成 3 年 9 月 1 日経済 学部 助 教授 谷 本 雅之 経 済 学 部 近 代 日 本 に お け る 在来産業の展開
平 成 4 年 2 月 29 日
東 京 大 学 朝鮮古文献の調査 と そ の語学的 ・ 文学 平 成 3 年 9 月 l 日人 文学部 教 J受 dふ ￥ 十－ 大ー J.k il 文化研究 所 的研究
平 成 4 年 2 月 29 日
内j唱EA
平 成 3 年 3 月 発 行 品，...号ー 報 �＂＇＼323-\j-
「一一一一一一一一一一一一一一 一一一 一 一一一 一一一一 一一一一一 一一一一一一！
吉原経済学部長が第38 回富 山新聞文化賞 を 受 章 ， ！ 
挙 げ ら jし 民 法学 会 に 大 き く 寄与 さ れ て い る 。 ま た ， ！ 
本学に お い て は 30 有余年 に わ た っ て 多 く の 優秀 な 人 材 ！
を 社会 に 送 り 出 す と と も に ， 経済学部長 就 任 以 来， 学 ！
部 の 発 展充実 に 取 り 組み 平 成 3 年 度 に 大学院側学 ！
研 究 科 （ 修士課程 ） が設置 さ れ る 予定 に な っ て い ま す 。 ！
さ ら に ， 富 山 県 ・ 市 の 審議 会 等 の 学 識 委 員 と し て 指導 ｜
的役割 を 果 た さ れ い る こ と カヘ 受章理由 と な っ た よ ！
う です 。 ！ 
今 後 ， ま す ま す の 御 活 躍 ヵ、期 待 さ れ て い ま す 。 ! 
剖i の 乎 び1!1'
等 8 つ の 部 カ、参加 し ’ 約 1 00 人の学生が様々 な い でた ち ！
で次 々 に プー ル に 飛 び込み， 見学 者 の 身長 L 、 を 尻 目 に i
寒 中 ノ マフ ォ ー マ ン ス を 繰 り 広 げ， 新 者 の 心 意 気 を 見せ ！
て く れ ま し た 。 ！ 
去 る 3 月 1 1 日 （ 月 ） ，
富 山 新聞 第38回文化賞
の 贈 呈 式 が富 山 商工会
議所大 ホ ー ル に お い て
行 わ れ， 本学吉 原経済
学 部長 が富 山新聞文化
賞 を 受章 さ れ ま し た 。
吉 原教技 は ， 民法学
を 専 攻 し 特 に 物権法
の 「不動産所有権 と 登 記」 に 関 す る 優れ た 研究業績 を
/__ 若 さ の証 は 寒 中 に あ り ！ ？ 第22 回寒中 水泳大会一一 7 
本学学生行事 と し て恒例 の 寒 中 水泳大会が， 今 年 は
l 月 1 9 日 （ 土 ） 、 薄 日 は 射 す も の の 周 囲 に ま だ小雪 を 残
す 本学 プー ル に 約200 人 の 学生 を 集 め ， 実施 さ れ ま し
た 。
今年で第22 回 を 数 え る こ の 大 会 は ， 本学体育 会 水泳
企 入 水前に気合い の 水 浴 び 企 冷水 の 中 の 熱い友情 ！ ？
。。
平成 3 年 3 ｝］ 発千I 品比号ー 報 第323号
共済組合主催行事
ス キ ー 講習会が実施 さ れ る
企 天 候 に 恵 ま れ た講習会
イ ル ク ー ツ ク 国民経済大学学生と人 文 学部 ロ シ ア 語 ・
ロ シ ア文 学 コ ー ス 学生が交流
企 一層 の 交流 を 期 し て 関係教官 ら と 乾杯
口可JV唱’A
平 成 3 年 3 月 発行 品比号一
三：：導主語轍掛器量，
報 あ323キ＇］·
L一 統一 ド イ ツ誕生 を 目 の 当 た り に し て －」
学す る 機会 に 恵 ま れ ま し た 。 一昨年秋の ソ 連 ・ 東 欧 の
変動， 昨年の ド イ ツ 統一， イ ラ ク の ク ウ ェ ー ト 占 領，
本年 の 湾 岸戦争勃 発 な とc 国 際政 治 の 変動 は す さ ま じ い
も の があ り ， そ の う ね り に 翻弄 き れ な が ら 研究 を 行 う
と い う ， か な り ハ ー ド で し た が こ の 上 も な い 時期 の 歴
訪 と な り ま し た 。 訪 問 国 が複数 に わ た っ て い る の です
が， こ こ では 主 た る 滞在 国 であ る ド イ ツ （ 昨年 7 月 か
ら 本年 1 月 ま で滞 在 ） に 限 っ て 報告 い た し ま す 。
昨年 の ド イ ツ の 政治状況は， ド イ ツ 統一 の プ ロ セ ス
を 一 目 散 に 駆 け 登 っ て い た ， と い う 表現がお か し く な
い ほ ど の 急速 な 展開 を 見せ て い ま し た 。 ほ と ん ど 全 て
の専 門 家 の 予 想、 を は る か に 上回 る ， そ し て 地 元 の ド イ
ツ 人 さ え も 夢 想、 だ に し な か っ た ほ ど の 急速 な 統ー の動
き は ， い ま だ に 信 じ ら れ な い 気 が し ま す 。
確か に ， ド イ ツ で も 毎ー 日 の ト ソ 70 ・ ニ ュ ー ス の ほ と
ん ど は ， ド イ ツ 統一 に 関 す る も の で あ り ， そ の動 き カ、
日 々 碓 か な も の に な っ て く る こ と は ， 誰 し も が 認 め
て い ま し た 。 テ レ ビ に 登場す る 新 旧 の政 治 家達 は ， 例
外 な く 統ー を 賛 美 し て い ま し た 。 例 え ば， か つ て 対 ソ
緊 張緩和 外交 の 推 進 に よ っ て ， ノ ーベ ル 平 和 賞 を 受賞
し た ヴ ィ リ ー ・ プ ラ ン ト 元 首相 な ど は ， 野党の 名 誉党
首 と い う 立場 を 離 れ て ， 与 党 の統一政策へ の 全面 的 な
賛 辞 を 惜 し み ま せ ん で し た 。 ま さ に 統ー の 大合�I日 が，
国 全体 に こ だ ま せ ん か の勢 い で し た 。
そ う い え ば， 日 本 を 離れ る 前 に は ， 私 も こ う い う 情
景 を 想像 し て い ま し た 。 す べ て の ド イ ツ 人が統一 の 美
酒 に 酔 い ， 口 を 開 け ば民族の過去 の苦 し み と 明 る い 未
来への希望 を 語 り ， 街角 に は 統一 を 祝 う 小旗や ポ ス タ
ー の 列 が延 々 と 続 く 。 少 々 形容 が悪い ですが， ナ チ 時
代 の よ う な ， 紙吹雪， 垂れ幕， 軍楽隊の演 奏 な ど の 大
規模 な 式典 に 酔 い し れ た 民衆 の 熱狂が再現 さ れ る の か
と ，思 っ て い ま し た 。
け れ ど も ， 現地に 住 ん で見 た 印 象 で は ， 普通 の 国 民
が こ う し た 波 に 浮か れ て い る 様子 は ほ と ん ど 見 ら れ ま
教養部 助教授 筒 井 洋 一
せ ん 。 特に ， 私 の 住 ん で い た 旧 西 独 地域 では そ う で し
た 。 ド イ ツ 滞在 中 ， 地 元 の 人 々 の ちー か ら ， 統ー を 話題
に し て く る こ と は‘ ほ と ん ど あ り ま せ ん で し た し ． た
ま に 話題 に し て く る 人 も ． 統一 を 賛 美す る の で は な し
む し ろ 統ー に よ っ て も た ら さ れ る マ イ ナ ス 而 を 懸 念 し
て い ま し た 。 こ の よ う な 政治家の 異常 な ま での統一熱
在病 と ， 国 民 の 冷 静 さ と い う 好対 照 。 そ の 実例 を ll1：年
1 0 月 3 日 の 「 ド イ ツ 統ーの 日 」 前 日 と 当 日 の 棋 憾 でお
伝 え し た い と 思 い ま す 。
企 昨 年 9 月 1 7日ベ ル リ ン の プ ラ ン デ ン ブル ク 門周 辺[ I  0 月 3 日統一の日 ま でに こ の 周 辺 の ベ ル リ ン の 壁 l
の ほ とん とが撤去 さ れた 。
祝 日 で し た が， L:tl 肱 と い う の は ほ と ん ど H に し ま せ
ん 。 そ れ ど こ ろ か ， 杭ー を 川 口 す る プ ラ カ ー ド や 悦典
催 し を 示 す ビ ラ さ え 見 当 た り ま せ ん 。 ま る で千平段の 日
曜 日 と 変 わ ら な い 静か な 日 で し た 。 こ う し た 1'iJ'i か な 光
景 は ， 筆 者 の j部 干上 し て い た ボ ッ フ ム と い う 町 が、 人 仁1
40 万 人 ほ ど の 中 規肢 の 都市 であ っ た か ら では あ り ま せ
ん 。 前 日 ま で西 ド イ ツ の 首都 であ り ， 当 日 以 後 も 依 然
と し て 政府所在 地 であ る ボ ン で も 変 わ り ま せ ん し 、 そ
の 他の 都市 で も 同 じ よ う な も の だ っ た と 聞 き ま す 。
前 日 の 2 日 か ら 当 日 の 3 日 に か け て ， 各 都市 では 公
式 の祝質 行事が 朝 か ら 夜 ま で 間 断 な く 組 ま れ て い ま し
た 。 普段 は 放送 時 間 の 官•，f � 、 ド イ ツ の テ レ ビ も 早朝 か ら
深 夜 ま で特集 番 組が 目 白 押 し です 。 そ の 中 では 様 々 な
ゲ ス ト が統ー の 意義 に つ い て 語 り ， 祝 賀 会場 周 辺 の 群
ハU円L
平成3年3 J J 発 行 品... -7-｜ 衆 に イ ン タ ヒ、 ユ ーす れ ば， そ れ が い か に 素晴 ら し い こ
と か と i!J： な が ら に 訴 え ま す 。 「 今 こ そ ， ょ う や く 我 々｜ は い た と カ 一 L ほ ど…t
し た こ と は か つ て な い 」 と か， い う 調子 です 。
け れ ど も ， 何十万 と い う 大観衆が 各 地 の 祝 賀 会場に
押 し 寄せ た の は ， 2 日 夜 と 3 日 午 後 だ け 。 マ ス コ ミ を
z 通 じ て 世 界に 伝 え ら れ た の は ， 特 に ， ベ ル リ ン の ブ ラi ン デ ル ブ ル グ門 周 辺 で喜 び を 言苦 る 人 々 の 姿 であ っ た と
i 思 い ま す が， そ れ も ほ ん の 一 時 の こ と で し た 。 ベ ル リ
1 1 ン で さ え も ， 次 の 日 に な れ ば＼ ま る で何事 も な か っ た引 か の よ う に ． ご く 普通 の 日 常 生 活ー ヵ、営 ま れ て い ま し た 。
は こ の 活差 を 理解 す る た め に は ， や は り 地元 の 人 々 の
I i 生の 戸 を ｜昔！ 〈 必要が あ り ま し た 。 私 の 質 問 は こ う です 。
� I 「 君j主 の 問 は ， 冷 戦 の 中 で約40年 間 も 東 西 に 分 断 さ れは て い た の が ． 今 よ う や く 統一 ヵ 、実 現 で き た 。 で も ， ど！ う し て あ ま り 兵ー ば な い の か 」 ， あ る い は 「 海 外 では ，! i i 君達 が統ー を 熱 1 1 ： 的 に 十llti し て い る 姿 を 日 々 報 道 し て
j い る の に 、 そ れ は 真実 を 報 道 し て い な い の か 」 ， な、 どj です 。
I そ れ に 士、j す る ， 彼 ら の 符 え を 少 し 長 い です が， iifO ti�
i 介 し た い と 思 い ま す 。 「 儲 か に ， li;f; が崩 壊 し た － U1：年
秋 に は ． 本 当 に 興 住 し た も ん だ 。 今 ま で涌 め て い た も
！ の が急 に 実現 し た の で， そ れ こ そ ， すべ て を 忘れ て 誰
i 彼 と な く と 抱擁 し 介 っ た し ， 1 990年 ワ 一 ル ド ． カ ‘ゾ フ。
｜ サ …l 剣l チ 一 ム
れ し カミ ウ た 。 附－カ 主に 、 当 日、ケ は 司 本 当 に 千三離 し の ｝＇｛： び よ
う だ っ た サ
「けれ ど も ‘ そ の が ひ も 以 外 に _1 , 1. ＜ 冷め て し ま っ た 。
i あ ま り に も .1 , 1. 1, 、 統一 の ス ピ ー ド に ， ii : 11'( い っ て だ ん だ［｜ ん つ い て い け な く な 勺 た 。 た っ て ， ー 仰 末 に は ，
，Ht
I
. l も こ ん な に 1 , 1 . < ；並 む と は 々 え て い な か っ た ん だ よ 。 そ
j れカ、 111 ：王子 3 ) j に は 取 他 社 会主義政Hr�ー の 崩 壊， 7 t l に はtr 抑制杭介 山よ u「 む ろ ん ， 統一 に 反 対す る 者 な ん で ほ と ん ど い な い 。Il l 僕 も 大 佼 成 だ よ 。 で も ， 少 し ス ビ ー ト‘ 違 反 じ ゃ な い か
！ と ー と と も l 持一 カ実
は 東独 の 純 i所再建 の 費 用 負 HI.が必要 な こ と カ 、わ カ h つ て
き た ん だ。 政府は 絶対 に 増 税 は し な い と い っ て る け ど，
誰 も 信 じ ち ゃ い な い 。 来年 だ け で も ， 少 な く と も 1 兆
｜ 円は か か る 。 こ れ を 負 担す る の は ， 東独 の 国 民 じ ゃ な
I ＜ ， 我 々 西 独 に 住 ん で い る 人 間 な ん だ よ 。 こ の 気 持 ち
i わ か っ て く れ る か いり
「 外 国 の報道 は ， こ う い う 我 々 の 状 況 を 伝 え た も の
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は 少 な い 。 統ーの祭 り の 側 面 を 取 材 し て も ， そ の裏面
を （云 え る こ と に は な っ て い な L 、J
様 々 な 人 々 の意 見 を ま と め る と ， 以上の よ う な も の
に な り ま す 。 そ こ か ら わ か る こ と は ， 例 え は＼ 国 民 の
大半 は 統ー を 支持 し て い る こ と 。 し か し ， そ の 反面，
統 ー の 進 め 方 に 戸 惑 い を 感 じ て い る 人 が か な り 多 い こ
と ， 特 に ， 統一 プ ロ セ ス の性急 さ と 統 一 コ ス ト の 負 担
に 対す る 懸 念、が強 い こ と です 。 も し ， 彼 ら の気 持 ち を
一 言 で表す と す れ ば， 「 も は や祭 り は 終わ っ た 」 と い
う こ と に な り ま す 。
企 昨年 1 0 月 3 日 「 ド イ ツ 統一の 日 」 祝典
ボ ン 会場の正午過 ぎ［午 前 中 の催 し は 参加者が）
ほ と ん ど い な い 。 J 
企 同 日 午後 3 時地元 オ ー ケ ス ト ラ 演奏 に よ る
コ ン サ ー ト［ こ の時 帰 の 人 出 。 数万人が参加 。 し か し l
そ の後 夕 方 に な る と 参加者は か な り 減 っ た 。 j
統一 に 伴 う 財政出 費 は ， 確 か に 巨 額 な も の です 。 2
月 末に 発表 さ れ た 今年 度 の 政府予 算 の 中 で， 約 7 兆 8
千 億 円 が計上 さ れ て い ま す 。 そ の 大 半 は ， 旧 東独地域
の 経済再建経費 に 向 け ら れ る よ う です が， そ こ で は 国
有企業 の ほ と ん ど が倒 産 の 淵 に 追 い 込 ま れ， 労働 人 口
司自Aヮ，臼
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勝 です 。 特 に 、 東独 で の 支 持 の 高 さ が 目 立 ち ま し た 。
こ れ ま で御利 介 し た よ う に ． 統一問題 と い う ド イ ツ
に と っ て 大問 題 も 国 内 では か な り 惚維 な 様 相 を 呈 し て
い る と い え ま す が司 そ れ は と も か し 目 前 の 東 独！ の 経
消再建 は 進 め な け れ は、 い け ま せ ん 。 冷戦 と L 寸 東西 問
題 が去 っ て ， 今や， 東 西 両 19:� の格差是正， と L 、 う 南 北
問 題 が焦 眉 の 問 題 と な っ て き ま し た 。 も し ， 今後， 東
独 の 経済再建 に 成功 す れ ば、 そ れ は 国 内 問 題解決へ の
処方 茎 を 提示 し た だ け では な し 国 際 レ ベ ル、 特に 先
進 国 と 第三世 界 の 聞 に 横 た わ る 南 北 問 題 の 解決 に も 寄
与す る は ず です 。 南 北 問 題 を 媒 介 に し て 国 内 レ ベ ル と
国 際 レ ベ ル と の接点 を 見 い 出 し う る か ど う か 。 今 後 の
ド イ ツ に は ， そ れが 問 わ れ て い ま す 。
筆 者 は ， 平 成元年度文部 省 本 外研 究 員 と し て ，
平 成 2 年 3 月 20 日 か ら 平成 3 年 1 月 19 日 ま での 問 ，
「 占 領期 ド イ ツ の政治過位 ルール地方 に お け る
民衆運動 」 を テ ー マ に ， ド イ ツ 連邦 共和 国 外
米 欧 の 各 国 へ 外 国 出 張 さ れ ま し た 。
報品同ーチ
の 3 分 の l 以上が失業状態 に あ る 上 に ， 道路， 電話，
電気 な ど の イ ン フ ラ 施 設 の 整備 も 不可 欠 です 。
7 月 1 日 の 通 貨 同 盟 条約締結に よ っ て ， 西独企業 と
西独製 品が東独市 場 を 独 占 し て し ま い ま し た 。 そ れ以
後， 東独 では 東独 製 品 を 買 う こ と は ほ と ん ど不可能で
す 。 東ベル リ ン では ， そ れが最 も 劇 的 に 進み ま し た が，
そ の他の都市 で も 急速 に 進行 し ま し た 。 た だ し ， 同 じ
西側 製 品 で も 東 独 では 若干高 〈 売 ら れ て い ま し た 。 生
活水準が低い に も か か わ ら ず， 高 い 製 品 を 買 わ ざ る を
得 な い た め， 東 独 国 民 は か な り の 出 費 増 を 強 い ら れ て
い ま す 。 そ の た め， 何家族分 を ま と め て ， 週末に 西独
や ポー ラ ン ド ま で買 出 し に 行 く そ う です 。 こ の よ う
に 大量の失業者の存在 と 生活 難 に あ え ぐ 東独 です が，
失業保険が整備 さ れ て い る こ と ， 貯蓄意欲の旺盛 な こ
と な どか ら ， 社 会 状態 は ま だ安定 し て い ま す 。 た だ，
現在， 西 か ら い 輸 入” さ れ た ネ オ ・ ナ チ や フ ー リ カ、、 ン
（ 暴力 ぎた を 起 こ す サ ッ カ ー ・ フ ァ ン ） な ど の 動 き が急
速 に 拡大 し て お り ， 東独経済 の 匝 復が こ の ま ま 進 ま な
い と 危 険 な 存在 に な っ て き ま す 。
イ ン フ ラ 施 設 に 話 を 移 し ま す 。 西 独 に 比べ て 東 独 の
ア ウ ト パー ン の 維持状態 は か な り ず さ ん で， か つ て の
平 成 3 年 3 月 発行
国境 を 越 え て 東独 に 入 っ た 途端， 路 面 の 凸 凹 を 避 け な
が ら 運転す る こ と を 強 い ら れ ま す 。 電話の整備状 態 も
か な り 悪 〈 ， 現在 で も 両 ド イ ツ 聞 の通話は ほ と ん ど不
可 能 です 。 あ る い は ， 西独か ら 東独諸都市 の 宿泊 予 約
も ほ と ん ど無理です 。 こ の よ う に ， か つ て は 東 欧 で最
も 進 ん だ社会主義国 と い わ れ た こ の 国 で も ，
一 一 - , , 'JI ' ， ．  J ・ ， 
� 
と て も 西
独 に は 及 び ま せ ん 。
た だ し ， 統一問題に 関 し て は ， 東西両 独 国 民の 中 に
は 大 き な ス タ ン ス の違 い が あ り ま す 。 西独 では， 統ー
へ の 急速 な 動 き に は か な り 戸 惑 い を みせ て い ま す 。 そ
の 原 因 は ， 統一経 費 の 負 担が増 税や 公共料金値上げ‘ と
し て は ねか え っ て い る こ と が懸 念 材料 と な っ て い ま す 。
し か し 他方， 東 独 で は ， 失業や生活 難の不安は あ る に
し て も ， 西 独 の 消 費 生 活 の 豊 か さ を 体験 し た い と の積
年 の 思 い が， 今， よ う や く 実現す る わ け です か ら ， 即
時統一実現へ の 思 い 入 れ は か な り の も の です 。 一つ の
エ ピ ソ ー ド を 御 紹 介 し ま し ょ っ 。 昨年末に 行 わ れ た ド
イ ツ 統一選 挙 の 期 間 中 に ， ド イ ツ 即 時 統ー を リ ー ド し
て き た コ ー ル首相が東独諸都市 を 遊説 し た 時 に は ， 熱
狂的 な 東 独 国 民 の 波 が ど の 会場 を も 埋め尽 し ま し た 。
け れ ど も ， 即 時統一 に ブ レ ー キ を か け よ う と し て い た
最大野党社会民主党 の首相候補 がや っ て 来 た 時 に は ，
結果 は 与党 の圧か な り 空 席が 目 立 ち ま し た 。 そ し て ，
つ臼つ山
平 成 3 年 3 } 1 発 行
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L 海外教育事情視察 を終 え て －」
文部 省Hii: 外教育事’IW 視 察 聞 の－ ｝－：！ と し て ， 1 0 月 25 日
よ り 1 1 月 1 8 日 の25 日 IW に －， （ る 海 外研修旅行に 参加 し 、 た し
ま し た 。 主 な 悦祭［ E［は 、 ハ ン カ、 リ ー （ ソ ル ノ ッ ク ） ， ス ペ
イ ン （ マ ド リ ヴ ド 入 ア メ リ カ 介 ；？と民｜ （ フ ィ ラ デ ル フ ィ
ア ） の三 ヵ l:rJ で， そ れ ぞれ の ｜ 刈 の教育 行政機 関 で の 説
明 を 受 け た 後 ， 公 ：＼1：学校数 校 を 訪 問 し ま し た 。 ま た ，
i足悦出l;lil と し て は． オ ラ ン タ（ ア ム ス テ ル ダム ） ， ハ ン 7ゲ
リ ー （ ブ ダペ ス ト ） ， フ ラ ン ス （ ノ ミ I J ) ,  ス ペ イ ン （ ト
レ ド ） ， ア メ リ カ イ� W<: IJ:J （ ニ ュ ー ヨ ー ク ， サ ン フ ラ ン シ
ス コ ） の I I ヵ ［ EJ で， 教 育 文 化 地 誌 の 十Jl祭 を f打 、 ま し た 。
1 0 )  J 25 H 2 1H8°30分， 成 11 1 よ り I H 発 し て ア ン カ レ ッ ジ
料 I i I で26 H 6 II .＼ に ア ム ス テ ル 夕、ム に 杭 き ， ：求桝 ぎ の Hキ
r :u 1'.'i ち の 11\J に 3 lk\' 11\ J ほ ど ノ t ス で r li 内 観光 を 行 っ た 後 ，
1 1』 びY凶作 ブ 夕、ベ ス ト へ と 1l1j －／） 、 い ま し た 。 .iill l立j 子 続 き を
出 ま せ た H札 H 本 日f； で 「 あ リ ヵ 、 と う 」 と い わ れ た の に
は 的 き ま し た n 後 でllrJ L 、 た と こ ろ に よ る と ， 今年は 9 ) J 
ま でに 7 )j 人 も の H 本 人 がノ 、 ン カ、 リ ー を 訪 れ て い る と
の こ と で し た っ と こ ろ が＇）；..； Ht ,' \ ', I l は 異常 に il� �t し て お
り ‘ 戦 闘 ）jf,( を れ て ， 1jif 機l立j 抗 を 附 え た JI;- I ： が 2 . 3 人
件 付Ii に 当 た ゥ て い ま し た 。 ハ ン カ リ 一政的が的，，r：紛争
の �jf��！·＇.：＜ で， l j目 lllJ 1i iJ に イ i ill ! の j[l ( i －ー げ を 決定 し た た め に ，
パ ス や タ ク シ ー な と舟 の 公 的l ス ト の 前 1j 1 であ り ， 我 々 の
!hi山 ノ く ス は い つ’，；..； ，佐 に 布 く か わ か ら な い と の こ と ， 初
H か ら 不安 な 訂－n ち に 目い ら れ ま し た 。 し か し ， 1 Hミt tHJ 
ほ と i出 れ て ， 我 々 の パ ス は ／ ！＇， 発 し ま し た が， j主 r [ I 徒 歩
て＼ ’＇／；� ；｛＼＇へ 1l 1j か う ， あ る い は di 内 へ j{1J ； か う 多 数 の ／j（� il
-r i· を ｝止 ま し た 。 ま た ， 1 iJj 々 の 交l':,1＼ では ， ピ ケ が長 ら
れ て お り ， そ の 行｜；！丸 f�；・ が さ せ ら れ た リ ， 迂 回l し た り
し な が ら も ． タ 主Jj ま で に は 無 事 ホ テ ル に 箭 く こ と が で
き ま し た 。
27 日 は ノ t ス が逆 行 さ れ な い た め に ， 地下鉄 を 利 用 し
て の 徒 歩ー での ブ ダペ ス ト l↑i 内 の 見学， 28 ［：－） は よ う や く
ス ト が解 除 さ れ た た め ， パ ス での 市 内 ／え び ド ナ ウ 河J·
流の セ ン テ ン テル の 見学 を 行 い ま し た が， 教 会や 土 山
な ど の 中世以来の建造物や 第 2 次 大 戦 の 記念僻 に 出 じ
っ て ， ロ ー マ 時代 の 浴場跡や町並み の遺跡が点、11: し ，
教 育学 部 附 属 中 学 校 教 諭 4 、 ；畢 湖
歴 史 の 持つ重 み を 感 じ さ せ ら れ ま し た 。 ま た ， 所 々 で L
日 本 人 の 団 体 に 会 っ た り ， 日 本語 で シ ョ ッ ピ ン グ で き i
る 土産物店 カ 、 多 い の に は ， 今 更 な が ら 鴛 か さ れ ま し た 。 長
29 日 は 日 本 大 使 館 の 表敬 訪 問 を 行 い ， 予 定 よ り 1 日 i ! 
遅 れ て ， ブ タペ ス ト の 東南約 lOOkm の所に あ る ， ソ ル ノ I
ッ ク へ パ ス で移動 し ま し た 。 途 中 ケ チ ケ メ ー ト と い う i
古 い 町 に 寄 り ， こ の 国 の 偉大 な 音 楽 家 で あ る コ 夕、 イ の i
附物館 を 見 学 し ま し た 。 ま た ， 車 窓 か ら は 広 大 な 敷地 i
の 中 に ソ 連軍 の 基地 が 見 え た り ， 移動 中 の 軍 用 車 に 会 i
っ た り し ま し た が， 現不1は か な り 人 員 が削 減 さ れ て き
て い る と の こ と で し た 。
30 日 午前 は ソ ル ノ ッ ク 市 の 教育 委 員 会 を 訪 問 し ， 教 I
育 長 の Dr. Berki Ferencne 女 史 よ り ， 市 の 教育 全般 に 1· 1
つ い て の 説 明 を 受 け ま し た 。 � －－ 
ハ ン ガ リ ー では 1 985年 よ り ， そ れ ま で の 国 家主導m [ 
か ら ， �：校 独 自 の カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 し ， 数学， 音楽， i
体 育 等 を 重 視 し て そ の 学校 の持色 を 出 し た り ， 母 国 語 ！
の マ ジ ャ ー ル 語の ほ か に ， そ れ ま での ロ シ ア 語必修か i
ら 英語， ド イ ツ 語， フ ラ ン ス 語， ラ テ ン 語， ロ シ ア 語 i
の 1'1 由 選択に 変 わ っ た こ と 。 校長 は 任 期 が 5 年 で， 立 i l 
候 補 者 が教育 方 針 を 提 出 し ， 選挙 に よ っ て選 ば、れ て お i I 
I） ， 効果 を 挙 げて い る 学校 も 多 い と の こ と で し た 。
し か し ， 今ハ ン カ旬、 I ） ー は 経済改革が行わ れ て お り ， I :  
変動す る 学校 に は 設備 を 整 え る た め に も も っ と 予算が i
必要であ る が， 国 が貧 し し 十分 な 予 算が 回 っ て こ な t
い こ と が問題点 と し て 出 さ れ ま し た 。 I ' : 
私 に は ， ソ ル ノ ッ ク の教育長 Dr. Berki Ferencne 女 ｝
史 の 「 子供 に は 励 ま し と 愛情 が必要で、 あ る り と い う 言 i
葉 が強 〈 耳 に 残 っ て い ま す 。 ！ 
午 後 は 2 I:IIに 分か れ て ， 学校訪 問 を 行い ま し た 。 我 f
々 は 木工 ・ 建築関 係 のペ ト フ イ ーサ ン ド ー ル職 業 専 門 i _j 
学 校に 行 i 校 長 の 説明 を 聞 い た 後， 製 図 実 習や 図 書 i - 1 
主 ， 教 員 室 を 見学 し ま し た 。 ま た ， 木工の実習 は 施 設 関
が な い た め ， 週 の 半 分 を 国営工，場 へ行 っ て 行 っ て い る
と の こ と で， そ の工場 での実習 も 見学 し ま し た 。 し か
し ， 近 い 将 来 は こ の工場 も 民営化 に な る 予定 で， 実習
- 2 3  -
育 の 年 ｜民が 8 年 か ら 1 0年 に 延 長 さ れ る と の こ と で し た ご 1
こ の 背 景 に は ， 約40年 間 続 い た 独政政怖か ら ， 立志君 i
主 同 で 社 会党 政 村｛に f·� 1 ） ‘ 1 978年 に よ う や く 発 言 の l’I I 
由 と J止 ？川＇1 Ef l を l！｝ た こ と ご 従 っ て ‘ そ れ ま での r f1 央 i I 
集 権的 な 教育 行政か ら 地 方 自 治 的 な 教育 行 政 に 変 わ っ i :1 
た が， 再 び そ の制手fl を 図 ら ね ばι － ら な く な っ た こ と 、 1 1 
ま た ， 17世紀 ま では 世 界 の 政 治 司 続出 の 中 心 的 な 存 A I I 
で あ リ な が ら . 1 9世紀 に は 貧 し い 凶 と な り ， 今 ま た E 1 1 
C 諸 国 と と も に 経 済 の 発 展 を 目 指 さ な け れ は、な ら な く l I 
な っ た こ と 等 の 説 明 を 受 け ま し た c し か し 、 新 し い 法 l
律 は 1 992年 ま で に 実 施 を 目 指 し て は し 、 る が， 完 全実 施 ｜
に は 10年 は か か る で あ ろ う 。 従 っ て ， 10年 後 の ス ペ イ l
ン の 教 育 を 見 て ほ し い と い う 言 葉 が 印 象 的 で し た 。 午 i I 
後 は 400年 の 歴 史 を 持つ ， 朝 昼 夜 3 部制 の サ ン ・ イ シ ド i
ロ 中学 校 を 視察 し ま し た 。 3 年 聞 の 中 ・ 高 等学校 と i I 
年 聞 の 大学予利の ク ラ ス ヵ、あ I） ， 約 l 万 人 の 生徒 が い ！
る と の こ と で し た 。 ! 
8 日 午前 は メ ン タ ル な 障害 児 を 健常 児 と－￥一行 に 教育 ！
す る ア ン ド レ ・ マ ン ・ フ ォ ン 小学校 と ， ビ ル ゲ ン ・ デ i
ラ ・ パ ロ マ職業訓練校 を 視察 し ま し た 。 三Jて校；'i/j 問 では ， ！
こ こ で も 教育 に 対す る 子 算 ヵ、少 な い こ と 。 さ ら に ， 日 i
本 と 同 様 児童 ・ 生徒数が減 少 し て い る こ と カ 、問 題 点 と i
し て 出 さ れ ま し た 。 I 
9 日 は マ ド リ ソ ド 効 外 に あ る ト レ ド の 町 の 見守：， 1 0 1 . 
エ ン バ イ ヤ ス テ ー ト ビ ル， バ l
1 2 Cl (;J: ylj ! I C で ii
し た 。 1 1  
1 3 日 午 前 は ヴ： 校 安 員 会 で教育 ·J什！？ を ／i[J き ， 午 後 か ら i
は 3 HE に 分 か れ て ， 学校 悦京 を f ハ 、 ま し た 勺 我 々 のm I : 
は ベ ン ト リ テ イ 1t 1学校 に 千j き ま し た こ こ は ご く 一般 i
的 な 公 立ヴ： 校 で し た 。 !. 
1 4 日 も 3 Ht： に づ〉 か れ て ， 午 前 q1 は 手え 々 のHEは フ ラ ン I
ス ・ ス コ ゾ ト ・ キ ー ・ ス ク ー ル に わ き ま し た が， 吋 l:E/ [ 
語が英語で な い ， 貧 し い 移民のf 弟が 多 く ， 彼 ら も ま i
た 母 国 語す ら 読 み 書 き がで き な い と の こ と で， 英 語教 i
育 に 重 点が置 か れ て い た の が 印 象 的 で し た 。 ま た ， 午 l
後 は ウ オ ル タ ー ・ ビ ド ル ・ ソ ウ ル 農 業 科学 高 校 を 訪 問 問
し ま し た 。 こ の 学校 は 普通科高 校 よ リ も レ ヘ ル が高 ＜ , I l 
大学 へ の 進学率 も 高 い と の こ と で， J受 業ーや， 実 ？？ に 取 I l l
り 組む 生徒の 態 度 も ， 真剣 そ の も の で し た 。 制
’H r.. ...... . .,. 1 _1 i� ＼ j乙 ，） ＇＇＞＇）＇
::t 
幸良学
が で き な く な る の では な い か と い う 不安 も 聞 き ま し た 。
3 1 日 も 3 班 に 分か れ て の 学校訪 問 で， 午 前 中 は ノ 〈 ル
-Ifカ タ リ ン ギム ナ ジ ュ ー ム の 8 年生の生物 と 数学のJ受業
を 2 時 間 参 観 し ま し た 。 い ず れ も 英 語での佼業で，
物は ダー ウ ィ ン の 進 化論 を 質 疑 を 交え て の 講義司 ま た
数 学 は 一 般 の 2 次 関数 の 問 題 で， 我 々 も 一 紺 に 解 き ま
平 成 3 年 3 月 発 行
、
し た 。
午 後 は テ ィ サ ・ パ ル テ ィ ー ギ ム ナ ジ ュ ー ム を 訪 問 し
ま し た 。 学校は 14時 で授業終了 の た め授 業 参観は で き
ま せ ん で し た が， 我 々 の た め に 特別 に ． 女性合唱 と 民I j 族 舞 踊 を 見せ て い た だ司 き ま し た 。I 夕 食 は ソ ル ノ ッ ク の 教育関 係 者 と の 歓迎 レ セ ブ シ ョヨ ン を 持 仏 言 葉 は あ ま り 通 じ ま せ ん で し た が， 書 道や
1 茶の 湯 を 見せ て も ら っ た り ， 折 り 紙や盆 踊 り を 一 緒 にi 踊 る な ど 楽 し い 交歓の 一 時 を 過 ご し ま し た 。· 1 1 1 月 1 日 か ら 4 日 ま では ノ f リ での教育文化施設の視
j 察 を 行 い ま し た 。 ルー ブ ルや オ ル セ 一 美術館 ，
j 館や ポ ン ピ ド ー ル 市 民文化セ ン タ ー な ど の 美術 鑑 賞 ば
1 か り では な く ， ド ゴー ル広場や エ ッ フ ェ ル塔， 凱旋 門 ．
3 ベ ル サ イ ユ 宮殿 ， ノ ー ト ル ダム 寺 院の 見学や ，1 座通 り の シ ョ ッ ピ ン グ， ム ー ラ ン ル ー ジ ュ や セ ー ヌ 河
1 の 遊 覧船 での 夕 食 な ど ， パ リ で の 4 日 間 を エ ン ジ ョ イ
!1 でj l]IJ館の ピ カ ソ の ゲルニ カや本館での ピ カ ソ ，j ゴヤ な ど の 作 品 の 数 々 ，1 な ど を 見学 し ま し た 。
ピ カ ソ
オ ペ ラ




























日 に は ニ ュ ー ヨ ー ク へ 移動，
6 日 は 市 内 観光
プ ラ ド 美術館
グ レ コ二
マ ヨ ー ル広場
し ま し た 。
5 日 は マ ド リ y ド への移動 の み で，
ス ペ イ ン 広場 の ド ン キ ホ ー テ の像，
レ テ ィ ロ 公 園，
イ ン テ ィ ペ ン テ ン ス ・ ナ
ベ ン シ ャ ミ ン ・ フ ラリ パ テ ィ ベ JI-- 'シ ョ ナ ル ノ 、 ー ク ，
ベ ソ テ ィ ー ・ ロ ス の 家 な ど を 比’芋 し まン ク リ ン グ）家司
ス ペ イ ン ， 卜 レ ド の 町 を 見渡せ る 場所 に て
（ 左端が筆者）
.... 
7 日 午 前 中 は ス ペ イ ン 教 育 省 を 訪 問 し ま し た 。 ま ず
入 口 でセ キ ュ リ テ ィ チ ェ ッ ク を 受 け ， 会議場 で ス ペ イ
ン の 教育全般 に つ い て の説明 を 受け ま し た 。 ス ペ イ ン







｜ ア メ リ カ の 教育 の 印 象 と し て は ， 日 本 ヵ、画一 的な教
i 育 か ら イ［占｜ 性 重 視 の 教育へ 向 か わ、 う と す る の と は 反 対 に ，
i 教育 水準 を 一 定の ＊＇� r�cー ま で 上げ、 る た め に ， 画一的 な 教
j 育 が 見直 さ れ て き て い る と い う 点 で し た 。
l 1 5 日 は 空路サ ン フ ラ ン シ ス コ へ移動、 1 6 日 は 市 内 見
！ 学， 1 7 日 ， 13時55分 出 発 の 予 定 が， 機柿変更 の た め，i 日 時 1 5 ;,
i 事 ’ 成 田 に 務 く こ と カ 、 で き ま し た 。
I 今 日 ， 激動す る 世 界情 勢 の 中 で， 各 国 が2 1 世紀 を 目
1 指 し て 教 育 改 J1＇•： に 取 り 組ん で い る 様子 を 比 聞 き す る 機
1 会 が与 え ら れ た こ と に 感謝 申 し 上げ ま す 。




':p： 者 は ， 平 成 2 年 度 民｜ 立大学 ・ 学 部附属さf：校等
教＇1＇＼＂ 海外教育 事情視察派遣者と して， 平成2年1 0
I !  25 日 か ら 同 年 1 1 月 1 8 日 ま での ｜片l ， ハ ン ガ リ 一，
ア メ リ カ 介 衆 ｜王！ な ど へ 外 ［：El 出 張 さ れ まス ペ イ ン ー
した。
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4 ) 1 . 3 1 
第 4 回 学 園 ニ ュ ー ス編集委 員 会 （ 1 月 17 日 ）
（ 審議事項）
( 1 )  第71号学 園 ニ ュ ー ス の編 集 に つ い て
平 成 3 年 度学閏 ニ ュ ー ス の 発 行計幽ー に つ い て
第72号学 園 ニ ュ ー ス の 発 行 に つ い て
(2 )  
(3 )  
第11 回評議会 （ 1 月 18 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  富 山 大学学長候補者選 挙j宵埋委員 会 の 発 足 に つ
い て
(2 )  平 成 3 年 度 富 山 大学 入学試験の 実施要項 に つ い
て
(3)  そ の 他
第 8 回入学試験管理委 員会 ・ 第 7 回 入学者選抜方法研
究委員会の合同委員会 （ 1 月 1 8 日 ）
（審議事項 ）
平 成 3 年 度 富 山 大学 入学者選抜学 力 検査実 施要
項 （ 案 ） に つ い て
平 成 3 年 度 富 山 大学 入学者選抜学 力 検査に 伴 う
構 内 整理要項 （ 案 ） に つ い て
平 成 3 年 度 富 山 大学 入学者選抜健康診断笑施要
項 （ 案 ） に つ い て
平 成 3 年 度 入学 試験 に お け る 2 段 階選政の 実施
( 1 )  
(2 )  
(3 )  
( 4) 
( 5 ) 
方 法 に つ い て
平 成 3 年 度 富 山 大学 入学試験関係 行事予定 に つ
4 
。 教 員 の 免 許状授 与 の 所要資格 を 得 さ せ
る た め の 大学の正規の課程等 と し て 認
定 し た 件 （ 同 1 3 ) 2 .  27 
い て
第 3 回 国際交流委員会 （ 1 月 2 1 日 ）
（審議事項）
平 成 3 年 度富 山 大学 国 際交 流事業 法 金非集要m( 1 )  
（ 案 ） に つ い て
第 3 回廃液処理施設運営 委 員 会 （ 1 月 22 日 ）
（ 議 題）
( 1 )  相 当 職 員 の 海 外 留 学 に つ い て
富 山 大学廃液処理施 設 肱 射 tJR I司 f:i'.CJじ業装備 機 器
の 使 用 に よ る 肱 射 線障害予 防 !Jltt lj の制 定 に つ い て
(2 )  
(3)  そ の 他
第 1 回 学長候補者選挙管理委 員会 （ 1 Jl 28 U ) 
（議 題）
委 員 長選 出 に つ い て
次期学長候補者選 考 日 れに つ い て
そ の 他
） 噌aEA（ 
(2 )  
(3 )  
第 2 回低温液化室運営 委 員 会 （ 1 片 28 日 ）
（議 題 ）
低温液化主器材；主 の 使 用 申 込 に つ い て( 1 )  
(2 )  次期j 室長 の 選 出 に つ い て
(3 )  そ の 他
nhu ワ臼
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第 2 回公開講座委 員 会 （ 1 月 29 日 ）
（議 題 ）
1 平 成 3 年 度 公 開 講座実施計画 に つ い て
( 1 )  富 山 大学 内 の 公開 講座
(2 )  県下市町村への 出 張 公 開 講座
2 そ の 他
品拍手
第81 圏構内 交通対策委 員 会 （ 1 月 30 日 ）
（議 題）
( 1 )  委 員 長 の 選 出 に つ い て
( 2 )  そ の 他
第 1 回教務委員会 （ 2 月 5 日 ）
（審議事項）
( 1 )  平 成 3 年 度非常 勤 講師 任 用 計画 に つ い て
(2) 休学， 復学に つ い て
(3 )  そ の 他
第 9 回入学試験管理委 員会 ・ 第 8 回 入学者選抜方法研
究委員会の合 同 委 員 会 （ 2 J-J 5 日 ）
（審議事項）
( 1 )  平 成 3 年 度富 山 大学 入学志願状況に つ い て
(2) 平 成 3 年J支出 山 大 学 入学 者 選 抜 に お け る 2 段階
j起1＆： に つ い て
(3) そ の 他
第 5 回 大 学院委員会 （ 2 月 8 日 ）
（審議事項）
( 1 )  富 山 大学大学院学 則 の一部改正 に つ い て
(2) 平 成 3 年 度富 山 大学大学 院 人 文科学研究科 （ 修
士課f'.1＇. ） 入学試験 介格者の 判 定 に つ い て
( :-\) 平 成 3 年 度 富 山 大学 大学 院理学研究科 （ 修士課
f'i'. ） 及 び工学研究や｜ （ 修士 課料 ） 第 2 次 入学試験
合格者 の 判 定 に つ い て
(4) そ の 他
第 1 2 回評議会 （ 臨時） ( 2 月 8 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平 成 3 年度富 山 大学 人文学部推 薦 入学合格者の
判 定 に つ い て
(2 )  平 成 3 年 度富 山 大学経済学部 「 夜 間 主 コ ー ス 」
編 入学試験合格者の判 定に つ い て
(3) 平 成 3 年 度 富 山 大学 入学 者選 抜試験 第 1 段階選
抜 の 合格 者 判 定 に つ い て
報
第 6 回 補導協議会 （ 2 月 1 4 日 ）
（ 審議事項）
( 1 )  平 成 3 年 度 入 学生行事予定 に つ い て
第323号
(2) そ の 他
第 1 3 回 評議会 （ 2 月 15 日 ）
（ 審議事項）
( 1 )  富 山 大学学 則 の 一部改正に つ い て
(2 )  富 山 大学 大学 院学 則 の 一部 改正 に つ い て
(3 )  平 成 3 年度富 山 大学教育専攻科 入学者選抜試験
合格者 の 判 定 に つ い て
(4)  次期学長候補者選挙 日 程 （ 案 ） 等 に つ い て
第 2 国 学長候補者選挙管理委員 会 （ 2 月 1 5 日 ）
（ 議 題）
( 1 ) 前 回 記録の確認に つ い て
(2) 次期学長候補者選挙の 期 日 等 の 公示 に つ い て
(3) 推 薦 資格者 名 簿 及 び選挙資格者名 簿（ 予備選 挙 ）
の 作成 ・ 縦覧に つ い て
(4) そ の 他
第 3 回公開講座委員 会 （ 2 月 28 日 ）
（議 題）
( 1 )  平成 3 年 度 公 開 講座実施計画 に つ い て
( 2 ) 富 山 大学公開講座規 則 の一部改正 に つ い て
(3) そ の 他
第82 回構内交通対策 委 員 会 （ 2 月 28 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平 成 3 年度の 入 構規制 に つ い て
(2 )  そ の 他
教務委 員 会及 び補導協議会の合同 委 員 会 （ 2 月 28 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  富 山 大学学生 部長選考基 準 に 基づ く 次期学生部
長 候補適任者の選定 に つ い て
ワt円’u
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富 山 大 学 学則 の一部改正
富 山 大学学 則 の一部 を 改正す る 学 則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 3 年 2 月 1 5 日
富 山 大 学学則の一部 を 改正す る 学則
富 山 大学学 目lj （ 昭和59年 3 月 1 2 日 制 定 ） の 一 部 を 次
の よ う に 改正 す る 。
第40 条 た だ し 書 を 削 り ， 次 の 1 項 を 加 え る 。
2 前項の規定 に よ り 休学 し よ う と す る 者 は ， 医 師 の
診断書又 は 詳 細 な 理 白書 を 添 付 し な け れは、 な ら な い 。
第43 条 中 「 休学期 間 中 に そ の 理由 が 消 滅 し 復学 し よ
う と す る 者」 を 「休学期間 満 了 の 者 又 は 休 学期 間 中 に
そ の理 由 が消 滅 し 復学 し よ う と す る 者」 に 改め る 。
富 山 大 学長 大 井 信 一
附 則
こ の 学 則 は ， 平 成 3 年 2 月 1 5 日 か ら 施 行す る 。
砂 富 山 大学学則の改正理由
休学 及 び復学に つ い て ， 適正 な 運 用 を 図 る た め， 所
要事項 を 改め る 。
富 山 大学大学院学 則 の 一部改正
富 山 大学大学院学 則 の一部 を 改正 す る 学 則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 3 年 2 月 1 5 日
富 山 大学大学院学則の一部 を 改正 す る 学則
富 山 大学大学院学則 （ 昭和53年 4 月 1 日 制 定 ） の 一
部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 4 章 の章 名 中 「修業年 限」 を 「 標 準修 業年 限」 に
改め る 。
第 9 条 の 見 出 し 及 び同 条 中 「 修業年限」 を 「 標準修
業年 限」 に 改め る 。
第 1 6条 に 見 出 し と し て 「 （ 他 の 大学の 大学 院 に お け
る 授業科 目 の 履修 等 ） 」 を 付す る 。
第 1 6 条 の次 に 次 の 1 条 を 加 え る 。
（ 他の 大 学 の 大学 院 又 は 研究所等 に お け る 研究指導 ）
第16条 の 2 研究科に お い て 教育上有益 と 認め る と き
は ， 他 の 大 学 の 大 学 院 又 は 研 究所等 と の協 議 に 基づ
き ， 学生 が 当 該 他 の 大学 の 大 学院 又 は 研究所等 に お
い て 必要 な 研究指導 を 受 け る こ と を 認め る こ と が で
き る 。 た だ し ， 当 該研究指導 を 受 け る 期 間 は 1 年 を
超 え な い も の と す る 。
富 山 大学長 大 井 信 一
第 2 1 条 第 l 項 に 次 の た だ し 書 を ｝Jfl え る 。
た だ し 在学期 間 に 関 し て は ， 優 れ た 研究業献 を
上げた 者 に つ い て は ， l 年 以上ti：学す れ ば 足 り る も
の と す る 。
第21 条 中 第 4 項 を 第 5 J頁 と し ， 第 3 J:fi を 第 4 項 と し ，
第 2 項 の 次 に 次 の l 項 を 加 え る 。
3 研究科が 当 該修士課程の 目 的 に 応 じ 適 当 と 認め る
と き は ， 特定 の 課題 に つ い て の 研 究 の 成 果 の 審査 を
も っ て 学位論文 の 審査 に 代 え る こ と がで き る 。
第25 条 中 第 4 号 を 第 5 号 と し ， 第 3 号 の 次 に 次 の 1
号 を 加 え る 。
(4) 学校教 育 法 第 5 2 条 に 定め る 大学 に 3 年以上清学
し ， 研究科に お い て ， 所定の単位 を 優 れ た 成執 を
も っ て 修 得 し た も の と 認め た 者
第 25条 の 次 に 次 の 1 条 を 加 え る 。
第25 条 の 2 前 条 第 1 項 第 4 号 に 該 当 す る 者 の 認定 に
当 た っ て 必要 な 事項 は ， 各研究科 に お い て 定 め る 。
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第 9 章 の章 名 中 「 及 び外国 人 留 学一生」 を 「 ， 特 別 研
究学生 及 び外 国 人 留 学 生 」 に 改 め る 。
第38 条 の 次 に 次 の 1 条 を 加 え る 。
（ 特別 研 究学生 ）
第38 条 の 2 他の大学の大学院の学生て＼ 本学大学院
に お い て 研 究指導 を 受 け よ う と す る 者 があ る と き は ，
当 該 大学院 と の協議に 基づ き ， 特別 研 究学生 と し て
受 入れ を 許 可す る こ と が で き る 。
第 43条 の 前 の 見 出 し 中 「 及 び、特別 聴 講学生」 を 「 ，
特別聴講学生 及 び特別研究学生」 に 改め る 。
第43 条 の 次 に 次 の 2 条 を 加 え る 。
第43 条 の 2 特別 研究学生 に 係 る 検定料 及 び 入学 料 は ，
徴収 し な い 。
第43 条 の 3 特別研究学生 の授業料 放 び そ の納 付 に つ
い て は ， 本 学学 則 の 研 究 生 に 関す る 規定 を 準 用 す る 。
た だ し ， 国 立大学の 大学院の学生 であ る と き は ， 予




lじ 本学教J受 小4祭 典 氏 は ， 平成 3 年 1 J J  1 0 日 逝 去 （ 享
年75 �· ） さ れ ま し た が， 同 氏 の 生 時lj のJ}j 紡 に 士、j し ， 同
日 付 け で正 PLJ 位 に 叙 さ れ ま し た 。
報 第323号
附 則
こ の 学 則 は ， 平 成 3 年 4 月 1 日 か ら 施 行す る 。
砂 富 山 大学大 学院学則 の改正理 由
大学院設置基準ー の 一部 を 改正す る 省 令 （ 平 成 元年文
部 省 令 第34号 ） 及 び学校教育法施行規 則 の一部 を 改正
す る 省 令 （ 平 成元年文部省令 第36号 ） の 公布 に 伴 い ，
修 士課程の修業年限， 大学院の 入 学資格， 修 了 要件 及
び修士課程に お け る 研 究指導 の委託に つ い て の所要の
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レ ク リ エ ー シ ョ ン
咽晒
平成 2 年度全国公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン
共同 行事富 山 地 区 ボ ウ リ ン グ大会
平成 2 年 度 全 国 公務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共 同 行事富
山 地区 ボ ウ リ ン グ大会が， 去 る 2 月 1 6 日 （ 土 ） 富 山 ゴー
ル デ ン ボ ウ ルに お い て 開催 き れ ま し た 。 今大会 に は 16
事業所か ら 27 チ ー ム 83名 の 参加 が あ り ， 本学か ら は A ,
B ,  C 及 び D の 4 チ ー ム が参加 し ま し た 。
本学チ ー ム は ， A チ ー ム の上木祐一選手が個 人 戦 6
位 と 健 闘 し ま し た が， 団体戦の上位入賞 は な り ま せ ん
で し た 。
な お ， 成 績 は 次 の と お り で し た 。
優 勝 富 山 医科薬科大学 A チ ー ム
次 勝 国土地理院 A チ ー ム
3 位 富 山 地 方検察庁 B チ ー ム
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 耳殻 氏 名 渡 航 先 国 目 岱］ 期 間
経済学部 助 教 授 岩崎 政明
シ ン ガ ポ ー ル 「 東 南 ア ジ ア 税制 の研究」 に 3 2 . 1 
タ イ つ い て の 資料収集
海 外研修旅行
3 . 2 4 
理 学 部 II 庄子
デ ン マ ー ク 氷 コ ア 解析 の 共 同 研究 及 び 3 2 . 22 
ド イ 、 ソ 連 邦 共和 国 グ リ ッ プ ・ コ ア 研究会に 出 席 3 . 3 . 4 
nu 内ぺu
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言卜 報
富山 大学名誉教授 ／J、森典氏逝去 ‘
￥’芋名誉教授小 森 典
氏 が平 成 3 年 1 月 10 日
胆嚢 炎 の た めj並 立； さ れ
ま し た 。 享年75成。
｜司 氏 は ， 昭 和 1 6年 3
月 東 京帝国大学文学部
を 卒 業後， lflJ 年 4 月 兵
庫県；au J 1 1 中学校教 諭 と
な り ， 同 17年 8 月 か ら
同 20年 7 月 ま で臨 時 召
集 に 応 n ， 同 2 1年 5 月 日 山 県 立 魚、 沖 中 学校勤務， 同 22
年 9 片 山 山 高 等＇＇t校 勤 務 を れ て ， 同 25年 3 月 b；； 山 大学
文.f�＇.’γ：汚｜；助 教技 と な り ， Ju] 42年 4 H 教養部に 配置換，
Jii]43年 1 H liiJ 教段 と な り ， H円相55年 4 H 1 日 ｜以 1 ） ｛干年
に よ リ 退 行 さ れ ま し た 。
こ の ！日J . l•iJ 氏 は .t: ＂［：・ に 者三輪 以 米， 30年 有余の ノk き に
わ た り ， 「 ·lk 語 ・ 英文ザ：」 の 教 育 ・ 研 究 に 車内初）J さ れ，
将 米 の 社 会 を 11 1 う ？ �t：. の 育 成 に 尽 力 さ れ ま し た 。
ま た ， 同 氏 は － Tl し て 英文学， 特に 現代作家 と そ の
作 品 を 研究 し ， 小説芸 術 の 観賞 方 法 を 確立す る と と も
に 、 実践的 文学観賞 論の 論考 に お い て は ， 繊細 か つ 鋭
利 な 優 れ た 言語感覚 を 基 に 展 開 さ れ て お り ． こ れ ら の
研 究業績 は ， 学 界 は も と よ り ， 各 界 に お い て も 高 〈 評
価 さ れ ま し た 。
さ ら に ， 同 氏 は 本学 に お い て は ， 評議 員 を 2 期， 附
属 図 書館長 を 1 期務め， 教養部の運営 の み な ら ず， 大
学 の 管理運営に も 参画 し ， 本 学 の 充実 発 展 に 大 き く 貢
1￥比 さ れ ま し た 。
こ の ほ か ， 地域社 会 に お け る 文 化活動 で は ， 昭和37
年 に 高 山 現代詩 人 会 を 結成す る な ど， 指導的役割 を 果
し ， 地域文化の 振興に 貢献 さ れ ま し た 。
こ れ ら の 功 績 に よ り ， 昭和55年 4 月 富 山 大学 名 誉 教
授 の 称号が授 与 さ れ， 次 い で＼ 昭和62年 1 1 月 に は 勲 三
等旭 日 中 綬 章 を 受章 さ れ ま し た 。
こ こ に ， 同 氏 の御冥 福 を 祈 り ， 謹 ん で哀悼 の 意 を 表
し ま す 。
学生部厚生課保健係長
学 生 ；＇fl； 厚 生 課｛米 ｛住係
Iυ中［！ 川 慶之氏 は ， 昨年
8 月 か ら 病 気 治療 の た
め 高 山 北、 十’j-: :J内 院 に 入
院中 の と こ ろ ， 平 成 3
年 3 }-j 6 日 に 逝去 さ れ
ま し た 。 享年50歳。
瀬 川 係長 は ， 昭和37
年 5 月 富 山 大学文理学
部に 勤務 さ れ， 同 42年
4 月 教養部， 岡崎年 5 月 経済学 部， 同 50年 5 月 教 育学
瀬川鹿之氏逝表
部 附 f同学校総務 主任， 同 5 1年 5 月 教 育 学部学務 係 学 生
主 任 ， 同 52年 4 月 富 山 商船高等専 門学校学生 課教務係
長 ， 同 60年 4 月 笥 山 大学教養部教務係長， 同63年 4 月
学生育｜；厚生 課保健係 長 に 配 置 換 と な り ， こ の 間28年余
り の 永 き に わ た り ， 持前の適切 な判 断 力 と 責任感 を も っ
て 職務 を 全 う さ れ， 常 に 本学の 中 堅職 員 の 範 と し て 活
躍 さ れ て お り ま し た 。 さ ら に ， 今 後 の 本学 の 発 展 に 御
尽 力 い た だ け る も の と 期待 さ れ て い た だけ に ， そ の御
逝去が惜 し ま れ ま す 。
こ こ に ， 同 氏 の御冥 福 を 祈 り ， 謹 ん で哀悼 の 意 を 表
し ま す 。
噌’iqぺυ






文部事務官 松 田 信 和
（ 管 財 係 ）
く住 所 変 更〉
施 設 課
機 械 係 長 古 里f 義 光
人 文 学 部
助 教 授 鈴 木 敏 昭
（ 言 語 学 ）
助 教 授 北 村 純 一




教育学 部 附属養護 学校
教 諭 盤 若 一 間
（ 小 学 部 ）
工 学 部
助 教 段 袋 谷 賢 官
（ 計算機工学 ）
講 師 山 崎 登志 成
（ 電気 ン ス テ ム工学l
事務補 佐 員 ゐ、 坂 正 子
（ 材料設計工学）
附属 図書館
事務補 佐 員 県 津 市 f
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＠岨＂＇剖JO©?.(J(泥沼＇＂＂を：＠.ucr&@.UC同：＠.UC目＂＂＂同胞＂＂官民＂＂同胞＂＂芭－咽
お 知 ら せ
副X泥沼＂＇粍担揮官：＠.(J(t(!):2.IJCt包臥舶を副＂＂＂＇＂＇百＂＇却を＂＇＂＂包:e揮官＠«t©
E整法草鞭 学 年 鷹
教 葉 市I) 続 i汽 学 音｜；
全子育｜； （ 夜間L :i I H 尚 子 百｜； 人 文 ザー 古｜； 教 古 学 吉1; 昼 間主 コ ー ス
コ ー ス を 除 く l f交 問；i： コ ー ス 夜 間 主 コ ー ス
！ 日 来
4 I J  l l LI （村 ～ 4 I J 1 1  l l  (1－：） ～ 4 月 1 5 日 （ I J) ～ 4 }j 8 日 （！ ！） ～ 4 月 8 日 （） ！） ～
7 I J 1 7 H Wl 7 ! l l 7 E:l （本） 7 ) j  13 臼 （ ｜ ） 7 月 1 3 日 （ ｜） 7 月 1 3 日 （J)
i;£ '(c 休 業 7 I J 1約 H （イJ～
7 / J 1 8 l-l （本） ～ 7 1 1 1 5 日 (I J) ～ 7 月 25 日 t本） ～ 7 月 15 日 (I J )～
9 I j 1 F :I  ( 1 1) 9 )j l 日 (I I) 8 トJ 31 日 （ ！ ：） 9 n i 日 （｜ ｜） 8 月 31 日 （｜）
.J-2 立；
9 ) J 2 1 1  (I J) ～ り J J 2 H O Jl～ 9 月 2 l::l (I J) ～ 9 月 2 日 (I J) ～
9 I J 7 L -1  I ll 9 ) j  7 l-:l (i) 9 ) j 14 [:! ( I)  9 月 7 日 （ ｜）
nil 末 試 験
9 I j 1 2  H （本） ～ 9 H l 7 H （火） ～ 7 tl 18 1::1 （本） ～ 9 月 1 1 日 休） ～
9 ) j  2 5 tH'I\) 9 )j 24 日 （大） 7 H 24 日 （本） 9 月 1 9 日 （村
f'1 1� 
10 ) ] 1 4 H (I J) ～  1 0 ) ] 1 4 L l ( I J )～ lO J J 14  l-l (I J) ～  1 0  f l  2 1 日 (I J )～ 1 0 月 14 日 (I ll ～
1 2 1 ] 2 1 H ( IJ 1 2 H 2 1 H (I )  1 2 J-l lHl (I )  1 2  J-J 2 1 日 （ ｜ ） 1 2 月 21 日 （ ｜）
一一
冬 子� f本 来
1 2 1 ] 22 H ( l l) ～  1 2 )  J 22 U (1 1) ～ 1 2 ) ] 1 6 Ei () Jl～  1 2  )-j 22 日 （｜ ｜） ～ 1 2 月 24 日 （火） ～
1 I J 6 LI (I J) l f J 6 H ( I J) 1 J-J 4 日 （ ｜ ） 1 H 5 日 (I I) 1 月 6 日 (I J)
J受 業
1 } J 7 ll （刈 ～ 1 月 7 H （火） ～ 1 Ii 6 日 (I J) ～ 1 月 6 日 (I J) ～ 1 月 7 日 （刈 ～
2 )] 10 H (I J) 2 月 10 日 （川） 2 H l 5 fH l:l 2 H 8 日 （｜） 2月1 0 日 (I J)
}[JJ 末 試 験
2 I j 14  l- 1  （制 ～ 2 !J 14 tel （付 ～ 2 月 1 4 日 （斜～ 2 月 1 4 日 制 ～
2 J J  22 H Cl )  2 H 20 日 （本） 2 月20 日 （／ト） 2 月 2 1 日 附
教育実習
｛出j JJ· 9 月 2 日 (lj) ～
10月1 9 日 （ I)
。 人 よー2・． 式 平 成 3 年 4 月 10 日 （村
。 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 平 成 3 年 4 月 10 日 （村
～ 1 2 日 （斜
。 本 学 創 立 記 念 日 平 成 3 年 5 月 31 日 制
0 卒 業 式 修 了 式 平 成 4 年 3 月 25 日 （村
.£111. ，－言合. 苦｜；
4 月 1 5 日 (I J ) ～
7 月 13 日 （I)
7 月1 5 日 (I J) ～
8 月 31 日 （ ｜）
9 月 2 日 (l j) ～
9 月 14 日 （ ｜）
10月14 日 (I J) ～
1 2月2 1 日 （｜）
1 2月24 日 （火） ～
1 月1 1 日 （｜）
1 月 13 日 (I J) ～




4 月1 5 日 (I J) ～
7 月 1 5 日 （！ ！）
7 月1 6 日 （刈 ～
8 月 31 日 （J:)
9 月 2 日 (I J) ～
9 月 2 1 日 （ ｜ ）
1 0月1 4 日 （）！ ）～
1 2月2 1 日 （ ｜ ）ー
1 2月24 日 （刈～
1 月 7 日 （火）
1 月 8 日 （水） ～
2月18 日 （火）
こ の た び， 文部 省 高 等 教 育 局 長 か ら ， 次 の と お り ， 0求 人 票等の 扱 い （ 就職問題懇談会に お い て 申 合せ ）
就職 協 定 期 日 ／立 び求 人 当： 等 の 扱 い に つ い て 通知l があ り
ま し た 。
0 就職協定期！ 日 （ 就職 協 定 協 議 会 に お い て 決定 ）
企 業等 の 説明 及 び
個 別 訪 問 開 始
8 月 1 日
採 用 内 定 開 始 10 月 l 日
求 人 申 込 み の 受理 6 月 1 日 以 降
求 人 内 容 の 提 示 7 月 20 日 以降
こ れ ら の決定 及 び 申 合せ は ， 大学等卒業予定者の 就
職秩序 の確立 を 図 る と い う 趣 旨 か ら 定 め ら れ た も の で
あ り ， 教職 員 に お か れ て は ， こ の 趣 旨 を 十分理解 き れ，
就職協定期 日 等 を 遵守 さ れ る よ う 格段 の御配慮、 を お 願
い し ま す 。
33 
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輔：3年度；柑においで開催予定め牒会議蕊開会併重ヨ
参加 予定 人数 l 人 1
開催 月 日 会議 ・ 大 会 ・ イ ベ ン ト 等 の 名 称 開 催 会場 名 県内 県外 l 川 計
3 I 4 /21 全 国 語学教育学会金沢支部会 マ リ エ と や ま 25 。 l 50 
3 / 6 / 1 6  fl Y M C  A 富 山
一
3 I 4 /25 第77 回 東海 ・ 北 陸地区 国 立学校等会計系部課 長 会議 富 山 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 2 1  70 
3 / 5 ／ 末 平 成 3 年 度 日 本教育大学協会北陸地 区 会評議 員 会 高 山 大学教育学部 3 1 5  。 18  
3 / 6 ／ 中 第 3 回 日 本地域経消学会 富 山 大学 1 0  50 。 60 
3 I 6 /27 第38 回 国 立大学図書館 協議会総会 高 山 県 民 会館 5 255 。 260 
～ 6  /28 
3 I 6 /29 中 部 地 区 英語教育 学会 第21 回 研究大会 高 山 大学教育学部 150 150 。 300 
～ 6  /30 
3 I 7 /29 全 国 国 立大学附属学校 連盟幼稚間 部会 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 1 0  220 。 230 
～ 7  /30 平 成 3 年度幼稚園教育 研究集会 高志会館
3 / 8 / 2  エ ン ト ロ ビ ー 学会社会 経済部会 第 2 回 例 会 利 引 村F'.Ji'! 5 25 3 1  
～ 8 / 4  
3 I 8 /22 第23 回 東海 ・ 北 陸 ・ 近 畿地 区 経理 系部長 会議 富 山 大学 15 1 3  。 28 
3 /10/ 7 日 本体育学会第42 回 大 会 出 山 大学 200 2 . 800 () 3 . 000 
～ 10/ 9 高 山 県 民 会 館 外
3 /10／下旬 第41 匝l 北 陸 二 県 大学学生 交 換芸術祭 出 山 大学外 700 1 , 300 () 2 . 000 
～ 12／上旬
3 / 1 0／ 末 高 分子学会北陸支部学術講演会 未定 50 350 。 400 
3 ／未定／未定 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン 卜 に 関 す る 国際会議 富 山 大学 50 100 20 1 70  
3 ／未定／未定 第 5 回 経営者 ・ 研 究者 交 流会 富 山 大学工学部 200 。 。 200 
4 I 1 / 17  第 8 回 日 本雪工学会 （ 富 山 大会 ） 富 山 県 民 会 館 800 200 0 1 ,  000 
～ 1  / 1 9  
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一一 シ リ ー ズ一一一
mim--2t�IK�kJ--
書籍 を 送 ら れ る と き は ， 印 刷 物 で送 る と お 得です 。
送 達 方 法 は ー 航空 便 ・ S A L 便 ・ 船使 と が あ り ， 次
の 専 用 ラ ベ ル に 必要事項 を 記 入 し て 貼 付す る だ け で，
簡 単 に 送 付 で き ま す 。
長 則 外 l+l I l l  0！�， 海 外 研｛｜多 旅 行 な ど に よ り ， 最jfr では
外 lE］ で件 ら す 人 が明 え て き て い ま す 。 身 の 回 1 ） 品 な ど
を 発 送 す る 場 介 ど う や っ て 送 ろ う か ？ … … と 考 え て お
ら れ る ん は ， 是 非 外！El 小 包 を 待II 利 用 く だ さ ＼， ） 0 ま た ，
小包駆使吻受領証
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P OSTAL PARCEL 
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最大限・ ・ ・ 次 の＠ と ®の
大 き き の う ち 名 あ て 国
で採 用 し て い る も の 。
③ 長 さ 1 . 5 Ill 長 さ と
長 さ 以 外 の 方 向 lニ 計 っ
た 横 聞 と の 合計 3 111 。
⑮長 さ l . 05 m  長 さ と
長 さ 以 外 の 方 1i1J に 計 っ
た 横 周 と の合計 2 m 。
（ 名 あ て 国 が＠⑮い ず
れ の 大 き さ を 採用 し て
い る か に つ き ま し て は ，
郵便 局 の 窓 口 でお た ず
ね く だ さ L 、 。）
通’l
「 書状 」 に 同 じ 。
宅に 同 じ 。
1 . 05 111 
l . 08 m 
i;i\323一号報品比一チ平 成 3 年 3 月 発行
【 国際郵便物の大 き さ ・ 重量の制限 】
さ
米 国 あ て
小 包
き



























国J A － －  ふ平a十
台、支」長長rtEE’』，、Ell－t、
Fb EK ハU司EA




の に つ い て
は ， 長 さ と
直径の 2 f音
と で， 1 7cm 。
た だ し ， 長
さ は l Ocm ま
で。
な お ， 郵 便
は が き の
長 き は 幅 の
1 . 4 倍 以 上





長 さ 14 . Scm








Fb 1k nu つ臼
フ ィ リ ピ ン
あ て
小 包
長 さ と 幅 と
厚 さ の 合 計
が90cm 。
た だ し 、 長
さ は 60cm ま
で。
巻物体の も
の に つ い て
は ， 長 さ と
直 径 の 2 倍
と で 1 04 cm 
ま で。
た だ し ， 長
さ は 90cm ま
で。
2 kg 状






（ 討 ） 1 参 1m
2 kg 小形包装物
さ







小形包装物の重量に つ い て は ， 500 g 又 は 1 kg ま で し か 取 り 扱 わ な い 国 が あ り ま す 。
E M S に つ い て は ， 一部の地域では 制 限が 異 な る 場合 が あ り ま す 。
米 国 あ て を 除 く 連合小包郵便物に つ い て は ， lOkg 文 は 1 5kg ま で し か 取 り 扱 わ な い 国 が あ り ま す 。
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スイス











・ニカラグアス ダン7ラ／＂－iiカ・・ パシ グラデインユ
：：：：止：：
5 , 300 I 3 , 900 I 2 , 900 同九 200
1,900 目8oO
2,600 [ 1口副 6, 100 I 3 , 400 













































3 , 500 I 2 , 400 2,500 1,700 1,750 1,500 2,200 1,800 




7' 9CO I 
8,80C 6,000 
4,700 2,950 3,000 3,600 2,500 2,000 
10 200 
6, 500 I 4 , 100 I 3 , 350 I正副 7,700 2,950 両副 s, 300 I 3 , goo 5,800 3,550 4,300 2,900 3,600 2,250 
I 4,150 11� 7,100 I 3,400 間引 7, 700 I 5 , 500 I 3. 800 問問 9, 200 I 3. 300 出 ト州 4,4008,700 3,300 I 9,500 
10,200 
三日 4.200 I 2,500 日む 5,000
4,250 I出� 10,6 
4, 700 I出川I 4,000出� 12 9 0 0 
50 I �同 町00
5.350 �I 9,100 
11, 500 
3,800 12,300 I 8,800 
け3 .100 













5,400 7,100 8,900 5,200 3,000 6,200 4, 100 
,50川 廿� 9 . 900 I 5 . 950 間司 10川 4,600 出出 11, 000 I 7 , 900 I 5. 150 山出 l I 4,350 院� 1 I 5,9 0 0 
4ん ＝引10 . 900 I 6. 55 11 . 100 I 
出 5,700 I 3,250 � 6,800 
H�  6,200 I 3,500 同七 7,400
1,150 1 18,600 1 12,100 I 5,400 \ 18,100 \ 13,200 I 9,500 I 6,o5o 1 24,soo \ 16,200 I 5,o5o 1 29,000 1 11,400 I 6,900 
7,550 l 肌100 I 12, soo I 5 , 100 I 肌soo ＼ 丸900 I 10, 200 I 6, 350 ＼ 札300 I 11 , 1 oo \ 5 , 300 \ 30 , soo I 眠400 I 1 ,250 
7,950 ＼ 札soo I 13 , 500 I 6 , ooo I 20 , 900 I 比600 I 10, 900 \ 6, 650 \ 21, soo ｜ 民oao I 5, 550 ＼ 払600 ＼ 肌400 I 1 ,600 
5司 21,900 \ 14,200 ＼ 日oo \ 22,000 ＼ 川oo \ 11,600 I 6,950 \ 29,300 \ 18,900 I 5,800 ＼ 山oo \ 20, 400 \ 1 , 950 
V竺 I 23, ooo \ 14, 900 I 6, 600 \ 23, 100 ＼ 附00 I 12 
己白 ｜ 礼1oo I 15, 600 I 6 , 900 ＼ 礼200 ＼ 此100 \ 13, ooo I 1, 550 \ 32 , 300 I 20, 100 I 6, 300 ＼ 札ooo \ 22 , 400 \ 8 , 6 5 0 
9, 550 I 25, 200 ＼ 此300 \ 1, 200 I 25, 300 \ 11, 400 I 13, 100 \ 1, 850 I 札 前o I 21, 600 \ 6, 550 I 礼 的o I 23, 400 \ 9 , ooo 
日嗣 26,300 I 11, ooo \ 1, 500 \ 26, 400 ＼ 民100 \ 14,400 \ 8,150 \ 35,300 I 22,500 I 6,800 \ 41,600 \ 24,400 \ 9,350 
肌350 \ 21, 400 \ 11, 100 I 1, 800 I 21, 500 I 眠800 \ 15, 100 \ 8, 450 ＼ 紙 800 \ 23, 400 \ 1, 050 \ 43, 400 \ 25, 400 \ 9, 100 
竪竺�＼ 28,500 い8, 400 I 8 , 100 \ 28 , 600 \ 19 , 500 i 15 , 800 \ 8, 150 I 38, 300 \ 24, 300 I 1, 300 I 45, 200 I 26 , 400 \ 1o,050 
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［杢
1 月 4 日
6 ～ 1 0 日
9 ～ 1 1 日
1 2 ～ 1 3 日
22～ 3 1 日
28～ 29 日
2 月 1 日














平 成 2 年度イi 米 生 合宿研修
（ 於 ： ;=l,j； 目 高 原、 ブナ 平 ス キ ー 場 ）




ギ 成 3 年度大学 入 試 セ ン タ 一 試験
第 4 回 国 際 交 流委 員 会均 学 生 部会
第 4 回学 閥 ニ ュ ー ス 編 集 委 員 会
第 1 1 回 評議会
第 8 回 入学 試験 管理委員 会 ・ 第 7 凶 入学者
選彼方 法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会
部 3 凪 国 際交流委 員 会
第 5 回 会計係長 会議
第 3 回 廃 液 処理施 設運営委 員 会
第32 回 中 部地区 J s T 指導者養成研修
（ 於 ： 人事院 中 部事務 局 ）
平 成 2 年 度 国 立 学校事務電算化基幹要 員 研
修会 （ B ) （ 於 ： 筑波大学 山 中 共 同 研修 所 ）
平 成 3 年 度 入学願書受付
人 文学部推 薦 入学試験
第 l 回学長候補者選 挙管理委 員 会
第 2 回低温液化室運営委 員 会
平 成 2 年 度 服務制 度 等 説 明 会
（ 於 ： 人 事 院 中 部事務 局 ）
第 2 回 公 開講座委員 会
国家公務員 給与 等実態調査説明会
（ 於 ： 金沢合 同庁 舎 ）
第81 固 構 内 交通 対 策 委 員 会
東 海 ・ 北陸地区国 立学校等施 設整備 打合せ
会 （ 於 ： 名 古屋大学）
平 成 2 年 度 学 内 会計監査
第 1 回 教務委員 会
第 9 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 8 回 入学者
選抜方法研究委員 会 の 合 同 委 員 会
5 日
1 3 ～ 14 日
20 ～  
3 / 1 日
2 1 ～ 22 日
27 ～ 
3 / 1 日
7 日 平 成 2 年 度 国 立 大学学 生部長 会議
（ 於 ： 東海大学校 友 会 館 ）
第 5 回大学院委 員 会
第 1 2 回 評議会 （ 臨 時 ）
大 学 院 人 文 ・ 理 ・ 工学研究科 入 試合格者発
8 日
9 日
表 （ 1 6  : 00 )  
経済学部夜 間 主 コ ー ス 編 入学試験合格者 発
表 ( 17 : 00 )  
2 段 階選抜結果 の 発表 （ 1 2  : 00 ) 
人文学部推 薦 入学合格 者 発 表 （ 10 : 00 ) 
特別選抜 入学手続
第 6 回 補 導 協議会
第 1 3 回 評議会
第 2 回 学長候補者選挙管理委 員 会
平 成 2 年 度 全 国 公 務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共
同 行事富 山 地 区 ボ ウ リ ン グ大 会
（ 於 ： 富 山 ゴー ルテ ン ボ ウ ル ）
第36 回 中 部地 区 中 堅係 員 研修
（ 於 ： 人 事 院 中 部事務局 ）
臨 時 東 海 ・ 北陸地区国 立大学事務局 長 会議
（ 於 ： 豊橋技術科学大学 ）
第 2 回学務 関 係 係 長 会議
公務 員 採用 試験 に 関す る 講演会
大学設置 審議会委 員 に よ る 実地審査







健康増進合宿 セ ミ ナ ー
28 日 第 3 回 公開講座 委 員 会
第82 回 構 内 交通対策委 員 会






学部教務 委 員 会
lモ
1 月 7 日



























推 薦 入学学 力 検査
係 長 会議
特別昇給委 員 会
学部将 来計画 委 員 会 ・ 学部予算委 員 会 の 合
24 日
30 日




2 月 1 日 大学 院 人文科学研究科 （ 修士課程） 入学者
選 抜試験
係 長 会議
4 日 学内 会計監査
6 日 教 授 会
人文科学研 究科委員 会
学部長候補者選 挙管理委 員 会
学部補導委 員 会 と 全学教務委 員 会 委 員 と の
合 同 会議
8 日 大学 院 人文 科学研究科 （ （｜多士課れ ） 合十？？ お
発表
9 日 推 薦 入学合格者発表
12 日 事務連絡会
13 日 学部将来計画委 員 会 と 学部予算委 員 会 と の
合同 委 員 会
14 日 学 部長候補 者選挙管理委 員 会
1 6 日 後学期授業終 了
20 日 授 業 時 間割 相 当 者会議
学部教務委 員 会
26 日 係 長 会議
27 日 教授 会
教技会 （ 人事 ）
人文科学研究科委 員 会
学部 入学者選抜方法検討委員 会
教 育 学 部
1 月 7 日 授 業 開 始
8 日 附 属 中 学校， 附属養護学校第 3 学期始業式
9 日 学部教務委 員 会
報 ?fi323 �｝ 
教授 会
1 0 日 教育学部長候補者選 挙委 員 会
附 属 小学 校 第 3 学期始業式
1 1 日 附属幼維圏 第 3 学期始業式
1 6 ～ 22 日 平 成 3 年 度 附 属 小学校 ・ 附 属 中 学校 入学願
書の受付’
2 2 日 大学院設置 準備 委 員 会
23 日 学部予 算 委 員 会
人事教授 会
30 日 人事教授 会
2 月 1 日 附 属 小学校 入学者 第 l 次 選 考 （ 発 育検 炎 ）
3 日 附 属 中 学校 入学者 第 l 次選 考 （ 学 力 検 査 ）
5 日 附 属 小学校 第 2 次 選 考 （ 抽 選 ）
6 日 大学院設置 準備委 員 会
7 日 附 属 中 学 校 第 2 次選考 （ 抽 選 ）
8 日 学内 会計監査
1 2 日 教育専攻科 入学者選抜試験
1 3 日 教務補 導 合 同 委 員 会
教務委 員 会
教授 会
1 5 日 附属養護学校教育実践研究会
1 6 日 教育 専 攻 利介格 発 表
20 日 入学：者選抜方 法険討安 員 会
25～ 27 日 平 成 2 年 度 教 員 養 成学部学生合桁研修 （ 冬
期 ）
区済 学 部




14 日 係長 会議
1 6 日 学部将来構想検討 委 員 会
23 日 学部教務委 員 会
人事教授 会
教授全
日 本 海経 同 研究所逆’常 安 i i 会 （ 刊 ち 凶 リ ）
30 日 財務 委 員 会
31 日 学部施設i予備委 員 会 （ 持 ち 出 り ）
2 月 l 日 学 部 入 学 方 法検討委 員 会
「 夜 間 主 コ ー ス 」 制 入学試験
口6qベU
平成 3 年 3 月 発行
4 日 財務委 員 会
5 日 学 内 会 計監査
声同4・
6 日 「 夜 間 主 コ ース」 編 入学試験選考委員 会
学部教務委 員 会




18 日 係 長 会議
20 日 日 本海経済研究所運営委 員 会
学部教務委員 会
21 日 人 事教授会
教授会
25 日 係 長 会議
27 日 係 長 会議
28 日 学部将来構想検 討 委 員 会
理 �‘ 一望一 音日
1 月 7 日 事務連絡会




有機微量分析装 置運営委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
真率 会総会 （ 於 ： 名 鉄 ト ヤマ ホ テ ル ）
1 6～22 日 大学院理学研究科入学願書受付 （ 2 次 ）
17 日 学科主任会議
18 日 理学部長 候補者選挙管理委 員 会
2 1 日 係 長 会議
23 日 係長 会議




2 月 1 日 係 長 会議
4 日 学内 会計監査
5 日 大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 入学者選抜
試験 （ 第 2 次 留学生 ）





9 日 大学 院理学研究科 （ 修士課程 ） （ 第 2 次
留学生 ） 合格 者 発表
1 2 日 事務連絡会
1 3 日 後学期授 業 終 了
14 日 学部教務 委 員 会
26 日 係長会議
工 学 部
1 月 4 日 学部温交会総会 及 び新年祝 賀 交歓会
7 日 授業開始
8 日 事務 系 大学 入試セ ン タ ー 試験 実施説明 会
学部安全委員 会専 門 部 会
9 日 博士課程設 置 準備委員 会
10 日 学部将 来計画委 員 会
1 6 日 教授会
工学研究科委員 会
専任教授会
17 日 学部安全委 員 会 専 門 委 員 会
24 日 技官待遇 改善検討委員 会技官部会
25 日 技官待遇 改善検討委 員 会
29日 学卒｜主任会議
30 日 選 考委 員 会
31 日 学科主任会議
2 月 1 日 技官待遇 改善検討委 員 会
4 ～ 5 日 大学院工学研究科入学試験 （ 部 2 次 ）
5 日 技官待遇 改善検討委 員 会技官部会
6 日 学部教務委員 会 ・ 学部補導：委 員 会合同 委 員
ぷ〉、
"" 




大学院工学研 究科 入学試験 （ 第 2 次 ） 合格
者 発表
1 2 目 安全マ ニ ュ ア ル編 集作業部会
工学部主 催 講演 会
「 産 業 界か ら み た 富 山 県 の特色 と 将来へ
の展望」
講師 （ 株 ） イ ン テ y ク 代表取締役
会長 兼社長 金 岡 幸二 氏
- 39 -
平成3年3 月 発行 品同寺・
（ 於 ： 工学部会議室 ）
13 日 教授会
専 任教授会
14 日 学 内 会計監査
北陸信越工業教育協 会 県支部幹事会
1 5 日 工学部主催講演会
「 エ ン ジ ニ ア の 好 ま し い 資質」
講師 北電情報 シ ス テ ム サ ー ビ ス （ 株 ）
常務取締役 山 田 尚 司 氏
1 6 日 授業終了
18 日 教授会
（ 於 ： 工学部会議室 ）




1 月 9 日 教務委 員 会




教官定 員 配置検討委員 会
21 日 補導委員 会




25 日 特昇 そ の他給与 に 関 す る 委員 会
2 ～ 3 日 外 国 人 留 学生 と 教養部教職員 と の交 流 会
（ ス キ ー ） （ 於 ： 粟巣 野 ス キ ー 場 ）
4 日 予算委員 会
6 日 人事教授会
教授会
7 日 学 内 会計監査
8 日 大学教育 （ 特 に 一般教育 ） 改革 に 関す る 懇
談会
1 3 日 教授会
14 日 教授会
16 日 後学期授業 終 了
- 4 0  -
報 第323号
附 属 図 書 館
1 月 8 日 係長事務打合せ会
10 日 富 山 大学職員 成 人 式
2 1 日 係 長 事務打合せ会
2 月 l 日 係長事務打合せ会
12 日 学 内 会計監査
18 日 第 5 回 附属 図書館商議会
21 日 北陸地 区 国 立 大学会計 担 当 者会 議
（ 於 ： 富 山 医科薬科大学附属 図 書館 ）
水素同位体機能研究 セ ン タ ー
2 月 13 日 学 内 会計監査
20 日 平成 2 年度 第 2 回 水素 同 位体機能研究セ ン
タ ー 運営委員 会
地域共 同研究セ ン タ ー
1 月 19 日 大学院生教育講座 「 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の
技術 （ パー ト I ） 」
21 ～ 先端 技術研修 「情報処理 コ ー ス 」
2 / 1 日
26 日 大学院生教育講座 「バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の
技術 （ パー ト II ） 」
31 日 三重 大学関係者視察
2 月 1 日 先端 技術研修 「 情報処理 コ ー ス 」 閉 講
1 4 日 京都工芸繊維大学及び長 崎 大学関係 者視察
19 日 地域共 同 研究 セ ン タ ー運営委員 会
地域共 同 研 究 セ ン タ ー主催講演会
「 宇宙 と ゆ ら ぎ」
講師 松下技研 （ 株 ） 主幹研究員
佐 治 晴夫 氏 （ 於 ： 工学部会議室 ）
20 日 筑波 大学関係者視察
編 集
印刷所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5-18
電 話 （ 24) 1 7 5 5 刊
